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を
萩
市
表
彰
条
例
に
よ
り
表
彰
。

■
問
い
合
わ
せ

総
務
課
（
２
５
・
１
２
３
９
）

■
特
別
功
労

　

市
政
の
発
展
に
特
に
顕
著
な
功
績
が
あ

っ
た
方

▽
小お
が
わ川

忠た
だ
ふ
み

文
（
下
関
市
）

■
自
治
功
労

　

議
会
議
員
や
町
内
会
長
な
ど
地
方
自
治

に
関
す
る
功
績
が
顕
著
な
方

▽
上
田
益ま
す
よ
し義

（
浜
崎
新
町
）、
▽
尾
木

武た
け
お夫
（
上
小
川
西
分
）、▽
尾
﨑
孝こ
う
じ治
（
椿

東
）、
▽
世
良
眞ま

な

ぶ
名
夫
（
椿
東
）、
▽
楊や
な
い井

健た
け
ひ
ろ弘

（
椿
）

■
安
全
安
心
功
労

　

消
防
・
防
災
活
動
、
交
通
安
全
な
ど
に

関
す
る
功
績
が
顕
著
な
方

▽
江え
ふ
ね舟
浩ひ
ろ
ゆ
き
行
（
川
上
）、▽
金
子
和
夫
（
川

上
）、▽
小
橋 

明あ
き
ら（
山
田
）、▽
柴
田 
貢
み
つ
ぐ

（
椿
東
）、▽
多
田
一か
ず
ま馬
（
見
島
）、▽
田
中

作さ
く
じ治

（
椿
東
）、▽
長
岡
榮え
い
じ治

（
大
島
）、▽

原
田 

明あ
き
ら（
椿
東
）、▽
藤
本 

智さ
と
し（
紫
福
）、

▽
増ま
し
や
ま山

要よ
う
じ次

（
川
上
）、▽
三
浦 

実み
の
る（

須

佐
）、▽
山
本
貞て
い
い
ち
一
（
上
小
川
西
分
）、▽
横

山
利と
し
ゆ
き

之（
明
木
）、▽
吉
松
利と
し
ゆ
き

之（
高
佐
下
）

■
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
功
労

　

教
育
・
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

の
振
興
発
展
に
関
す
る
功
績
が
顕
著
な
方

▽
井
上
清き
よ
し
げ重

（
平
安
古
町
）、
▽
岩
田 

薫か
ほ
る（
椿
）、
▽
内
村
幹み
き
お雄
（
明
木
）、
▽
金

子
栄え
い
い
ち
一
（
川
上
）、▽
兼
田
佳け
い
え
ん
炎
（
椿
東
）、

▽
須
山
親ち
か
と
も
友
（
下
小
川
）、
▽
田
中
洋ひ
ろ
こ子

（
堀
内
）、
▽
椿 

泰や
す
ひ
ろ
博
（
江
崎
）、
▽
納の
う
と
み冨 

晋す
す
む（

山
田
）、
▽
三
村
夏な
つ
ひ
こ

彦
（
平
安
古
町
）

■
社
会
福
祉
功
労

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど
社
会
福
祉

の
振
興
発
展
に
関
す
る
功
績
が
顕
著
な
方

▽
金
子
利と
し
み
つ

光
（
見
島
）、▽
上か
み
む
ら村

康や
す
こ子

（
紫

福
）

■
産
業
功
労

　

農
林
水
産
業
、
商
工
業
・
建
設
業
な
ど

各
種
産
業
の
振
興
発
展
に
関
す
る
功
績
が

顕
著
な
方

▽
今
岡
昭あ
き
お男

（
江
向
）、▽
上
杉
重
男
（
上

小
川
西
分
）、
▽
小お
ば
た畑
嘉よ
し
み
ち
道
（
見
島
）、
▽

杉
山
仁ひ
と
し志
（
江
向
）、
▽
豊
田
隆た
か
あ
き
明
（
下

五
間
町
）、
▽
豊
田
隆た
か
は
る
晴
（
下
五
間
町
）、

▽
長な
が
ま
つ松

紀の
り
ひ
で

英
（
呉
服
町
）、
▽
秦は
た
あ
な穴

信の
ぶ
よ
し義

（
吉
部
上
）、
▽
藤
原
弘こ
う
き毅
（
唐
樋
町
）

■
快
適
生
活
功
労

　

医
療
・
保
健
・
環
境
衛
生
の
振
興
発
展

に
関
す
る
功
績
が
顕
著
な
方

▽
阿あ
ん
の武
康や
す
の
ぶ延
（
福
井
下
）、
▽
岡 

達た
つ
お郎

（
土
原
）、
▽
神こ
う
ざ
き崎

勝ま
さ
よ代

（
川
上
）、
▽
田

中
宗む
ね
あ
き

昭
（
東
田
町
）、
▽
築つ
く
た
に谷

秀ひ
で
お雄

（
阿

武
町
）、
▽
寺て
ら
ど戸

和
子
（
須
佐
）、
▽
長
岡

澄す
み
こ子
（
堀
内
）、
▽
藤
𠩤 

彰あ
き
ら（
土
原
）

■
社
会
貢
献
功
労

　

社
会
奉
仕
や
私
財
の
寄
付
な
ど
公
益
に

尽
く
さ
れ
た
方　

▽
公
益
社
団
法
人
萩
法
人
会

■
地
域
貢
献
功
労

　

長
年
、
各
分
野
で
顕
著
に
地
域
貢
献
し

て
お
り
他
の
模
範
と
な
る
団
体

▽
上
野
神
楽
舞
保
存
会
、
▽
香
川
津
神
楽

舞
、
▽
つ
ば
き
の
館
、
▽
日
本
外
交
協
会

萩
支
部
、
▽
萩
音
楽
協
会
、
▽
萩
音
訳
サ

ー
ク
ル
ゆ
う

■
元
気
活
力
創
出
功
労

　

各
分
野
に
お
い
て
、
萩
市
に
元
気
や
活

力
を
与
え
、ま
た
は
、市
民
に
夢
や
希
望
、

感
動
を
与
え
た
個
人
・
団
体

【
個
人
】

▽
足あ
だ
ち立
和
也
（
川
上
）、▽
阿
部
一か
ず
み
ち
道
（
土

原
）、▽
近
藤
美み
さ
き咲（

広
島
県
・
椿
東
出
身
）、

▽
中
村 

駆か
け
る（
山
口
市
・
川
島
出
身
）

【
団
体
】

▽
株
式
会
社
三
見
シ
ー
マ
ザ
ー
ズ
、▽
ト
ー

フ
レ
株
式
会
社
、▽
特
定
非
営
利
活
動
法
人

全
国
晋
作
会
連
合
会
、▽
萩
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

　

平
成
17
年
３
月
６
日
、
１
市
２
町
４
村

が
合
併
し
て
、
新
し
い
萩
市
が
誕
生
し
ま

し
た
。
３
月
６
日
、
萩
市
が
10
周
年
を
迎

え
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
市
民
館
で
「
萩

市
合
併
10
周
年
記
念
式
典
」
を
開
催
し
、

約
５
０
０
人
が
10
周
年
を
と
も
に
祝
い
ま

し
た
。

　

式
典
は
、
萩
高
校
合
唱
部
に
よ
る
萩
市

民
の
歌
「
萩
の
よ
ろ
こ
び
」
の
合
唱
で
幕

を
開
け
、
功
労
者
表
彰
と
し
て
萩
市
の
振

興
発
展
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
た
53
人
、
11

団
体
、
ま
た
萩
市
東
部
集
中
豪
雨
災
害
防

災
功
労
者
と
し
て
37
人
、
10
団
体
を
表
彰

し
ま
し
た
。

　
「
萩
市
10
年
の
あ
ゆ
み
」
の
映
像
が
上

映
さ
れ
た
後
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

萩
吹
奏
楽
団
サ
マ
ー
オ
レ
ン
ジ
ー
ズ
に
よ

る
吹
奏
楽
の
演
奏
と
、
ロ
ス
・
ア
ミ
ー
ゴ

ス
田
万
川
に
よ
る
創
作
フ
ラ
メ
ン
コ
が
披

露
さ
れ
、
式
典
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

◎
功
労
者
表
彰

　

各
分
野
で
萩
市
の
振
興
発
展
に
貢
献

し
、
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
個
人
・
団
体

（
敬
称
略
、
50
音
順
）
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平
成
25
年
7
月
28
日
に
発
生
し
た
萩
市

東
部
集
中
豪
雨
災
害
で
、
人
命
救
助
や
避

難
誘
導
等
で
功
績
の
あ
っ
た
個
人
・
団
体

を
表
彰
。

■
問
い
合
わ
せ

防
災
安
全
課
（
２
５
・
３
８
０
８
）

【
個
人
】

▽
井
上
清き
よ
し
げ

重
（
平
安
古
町
）
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
毎
日
参
加
す
る
な
ど
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
円
滑
な
運

営
に
尽
力

▽
大
津
修お
さ
み巳

（
下
田
万
）
独
居
老
人
や
高

齢
者
世
帯
の
方
を
避
難
誘
導
し
た
ほ
か
、

■
市
長
コ
ラ
ム
No.117

　

３
月
６
日
は
合
併
し
た
新
萩
市
の

誕
生
日
。
満
10
歳
に
な
っ
た
。

　

編
入
合
併
で
は
な
く
、
７
自
治
体

が
対
等
の
立
場
で
の
合
併
。
そ
れ
ま

で
の
膨
大
な
条
例
を
廃
し
、
合
意
し

た
新
条
例
に
基
づ
き
新
市
が
ス
タ
ー

ト
。
こ
の
間
、
首
長
ほ
か
の
特
別
職

等
は
合
併
前
の
22
か
ら
現
在
４
、
議

員
数
も
94
か
ら
26
と
縮
減
。
各
自
の

人
生
設
計
を
変
更
し
て
協
力
い
た
だ

い
た
。
ま
た
、
合
併
直
前
に
離
脱
劇

が
あ
り
、
合
併
事
務
の
や
り
直
し
等

の
膨
大
な
事
務
負
担
も
加
わ
っ
た
。

多
く
の
負
担
と
支
援
の
中
で
の
船
出

で
あ
っ
た
。

　

10
年
を
振
り
返
る
と
、
当
初
は
そ

れ
ま
で
の
多
額
の
負
債
の
処
理
等
厳

し
い
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
ま

た
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
東
部
の
集

中
豪
雨
災
害
に
は
、
合
併
の
真
価
が

問
わ
れ
る
試
練
と
し
て
取
り
組
ん
で

き
た
。
多
く
の
ご
支
援
に
多
謝
。

　

次
の
10
年
、
山
積
の
諸
課
題
を
乗

り
越
え
、
日
本
海
に
輝
く
小
熊
座
の

７
つ
星
の
よ
う
に
各
々
の
星
が
光
彩

を
放
つ
と
と
も
に
、
星
座
と
し
て
の

美
し
さ
を
一
層
増
す
よ
う
に
共
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
資
材
の
受
け
渡
し
や

道
案
内
に
尽
力

▽
中
山
隆た
か
や
す

安
（
弥
富
下
）
須
佐
診
療
セ
ン

タ
ー
で
診
療
を
行
い
、
住
民
の
医
療
不
安

の
解
消
と
地
域
医
療
の
継
続
に
尽
力

▽
福
嶋
日ひ

で

お
出
男
（
鈴
野
川
）
孤
立
す
る
恐

れ
が
あ
っ
た
弥
富
地
区
住
民
を
的
確
に
避

難
誘
導
し
た
ほ
か
、
被
災
者
の
避
難
後
の

生
活
支
援
に
尽
力

▽
前ま
え
は
ら原

土と

む武
（
沖
縄
県
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
で
被
災
者
支
援
を
行
う
ほ

か
、
市
外
の
他
の
被
災
地
の
小
学
校
な
ど

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
尽
力

▽
松
原
龍た
つ
お男
（
須
佐
）
須
佐
公
民
館
に
臨

時
診
療
所
を
開
設
し
、
住
民
の
医
療
不
安

の
解
消
と
地
域
医
療
の
継
続
に
尽
力

▽
災
害
復
興
局
派
遣
応
援
職
員（
計
31
人
）

市
外
・
県
外
の
自
治
体
か
ら
応
援
と
し
て

長
期
間
滞
在
し
、
災
害
現
場
の
測
量
・
設

を
行
う
な
ど
地
域
に
活
力
を
与
え
る
活
動

に
尽
力

▽
江
崎
婦
人
会　

会
員
負
担
で
、
避
難
者

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
へ
約
５
３
０
０
個
の

む
す
び
を
配
給
し
た
ほ
か
、
１
１
９
戸
の

被
災
世
帯
へ
の
バ
ケ
ツ
、
雑
巾
等
の
配
付

に
尽
力

▽
農
事
組
合
法
人
小
川
の
郷さ
と　

上
小
川
地

区
の
道
路
や
排
水
路
等
に
流
入
し
た
土
砂

を
重
機
や
ト
ラ
ッ
ク
で
排
除
す
る
な
ど
、

地
区
の
復
旧
活
動
に
尽
力

▽
塩
の
口
残
土
処
理
場
設
置
協
力
者
（
小

川
平
山
台
果
樹
部
会
ほ
か
）　

残
土
処
分

場
の
設
置
に
係
る
地
元
の
協
力
体
制
を
整

え
、
災
害
工
事
の
早
期
復
旧
に
尽
力

▽
小
川
４
区
自
治
会　

他
地
区
の
被
災
者

19
人
を
公
会
堂
に
受
け
入
れ
、
水
や
布
団

等
の
物
資
調
達
や
ト
イ
レ
の
確
保
、
炊
き

出
し
な
ど
の
支
援
に
尽
力

▽
須
佐
湾
エ
コ
ロ
ジ
ー
キ
ャ
ン
プ
場　

車

の
通
行
が
不
能
の
中
、
宿
泊
者
の
適
切
な

避
難
誘
導
や
バ
ス
で
新
山
口
駅
ま
で
送
迎

す
る
な
ど
人
命
優
先
の
対
応
を
行
う

▽
萩
市
立
田
万
川
中
学
校
お
よ
び
同
校
Ｐ

Ｔ
Ａ　

生
徒
を
学
校
に
と
ど
ま
ら
せ
る
な

ど
、
危
険
回
避
の
た
め
の
適
切
な
対
応
を

行
う

▽
山
口
県
漁
業
協
同
組
合
須
佐
地
区
青
壮

年
部　

被
害
の
大
き
か
っ
た
須
佐
浦
西
地

区
を
巡
回
し
、
被
災
家
屋
の
家
財
や
畳
の

片
付
け
を
積
極
的
に
行
う
な
ど
、
復
旧
活

動
に
尽
力

萩吹奏楽団サマーオレンジーズ

ロス・アミーゴス田万川

計
な
ど
の
災
害
復
旧
業
務
に
従
事

【
団
体
】

▽
社
会
福
祉
法
人
阿あ
ほ
く北
福
祉
会
（
阿
北
苑

ほ
か
）
孤
立
し
た
阿
北
苑
で
、
迅
速
な
対

応
で
利
用
者
59
人
の
危
険
を
回
避
し
、
翌

日
の
全
員
救
助
に
尽
力

▽
社
会
福
祉
法
人
Ｅ
・
Ｇ
・
Ｆ　

利
用
者

を
安
全
に
避
難
誘
導
し
、
そ
の
後
も
精
神

的
な
支
え
と
な
り
、
心
の
ケ
ア
に
尽
力

▽
萩
市
立
育
英
小
学
校　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
リ
ピ
ー
タ
ー
を
呼
ぶ
き
っ
か
け
に
な
っ

た
ポ
ス
タ
ー
作
成
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の

お
し
ぼ
り
配
布
、
ま
た
被
災
世
帯
へ
訪
問

功
労
者
表
彰

（
小
川
忠
文
さ
ん
）

Ｈ
25
・
７
・
28
萩
市
東
部

集
中
豪
雨
災
害
防
災
功
労

者
表
彰（
前
原
土
武
さ
ん
）



市報HAGI●2015（平成27）年３月15日号 4

松下村塾の授業風景を
アニメーションで紹介

ドラマで登場した吉田寅次郎・
杉文・久坂玄瑞の衣装を展示

　

世
界
遺
産
登
録
や
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物

館
構
想
の
推
進
を
図
る
た
め
、藤
田
家
旧

宅
地
で
あ
る
香こ
う
せ
つ
え
ん

雪
園
（
呉
服
町
）を
、周
辺

の
歴
史
的
景
観
と
調
和
し
た
藤
田
伝
三
郎

翁
を
偲
ぶ
公
園
と
し
て
整
備
す
る
予
定
と

し
て
い
ま
す
。こ
の
整
備
に
伴
い
、香
雪
園

内
に
あ
っ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
萩
ラ
ジ
オ
中
継
放
送

所
を
香
川
津
地
区
へ
移
転
し
ま
し
た
。

【
事
業
内
容
】
局
舎
（
１
階
建
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
建
築
面

積
66
㎡
）、
鉄
塔
（
支
線
式
45
ｍ

円
管
柱
）、
旧
放
送
所
の
解
体

【
事
業
期
間
】
平
成
24
〜
26
年
度

【
総
事
業
費
】２
億
７
４
０
７
万
円

■
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
（
２
５
・
３
１
０
４
）

　

旧
明
倫
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
、
大
河
ド
ラ

マ
館
来
館
者
や
萩
図
書
館
利
用
者
な
ど
が

利
用
で
き
る
駐
車
場
を
整
備
し
ま
し
た
。

周
辺
の
景
観
や
隣
接
し
た
明
倫
小
の
教
育

環
境
に
配
慮
し
、
土
色
の
舗
装
や
ま
さ
土

を
残
し
た
駐
車
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
駐
車
場
は
、
今
後
観
光
の
拠
点
等

と
し
て
整
備
す
る
旧
明
倫
小
学
校
等
の
来

場
者
用
の
駐
車
場
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

【
整
備
内
容
】
普
通
車
約
１
８
０
台
、
大

型
バ
ス
10
台
等
の
駐
車
場
、
直
行
バ
ス
等

の
停
留
所
、
進
入
路
の
整
備
な
ど

【
総
事
業
費
】
駐
車
場 

１
億
８
５
６
万

円
（
う
ち
国
庫
補
助
４
６
８
９
万
円
）、進

入
路 

１
億
１
１
３
２
万
円
（
国
庫
補
助

３
２
５
０
万
円
）

■
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
（
２
５
・
３
１
１
７
）

新放送所（香川津）

撤去後の旧放送所（２月末現在）

　

大
河
ド
ラ
マ
館
の
見
ど
こ
ろ
に
つ
い

て
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

撮
影
ポ
イ
ン
ト
か
ら
松
下
村
塾
セ
ッ
ト

を
順
路
に
沿
っ
て
進
む
と
、
小
道
具
の
配

置
な
ど
に
も
こ
だ
わ
っ
た
松
下
村
塾
講
義

室
の
再
現
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

セ
ッ
ト
に
吊
る
さ
れ
て
い
る
木ぼ
く

鐸た
く

を
た

た
く
と
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
松
陰
先
生

や
文ふ
み

が
現
れ
、
久
坂
玄げ
ん

瑞ず
い

や
高
杉
晋
作
、

吉
田
稔と
し

麿ま
ろ

、
入い
り

江え

九く

一い
ち

な
ど
の
塾
生
が
議

論
し
合
い
、
と
も
に
学
ぶ
松
下
村
塾
の
授

業
風
景
を
紹
介
し
ま
す
。

　

松
下
村
塾
セ
ッ
ト
の
向
か
い
側
に
は
、

ド
ラ
マ
で
登
場
し
た
吉
田
寅と
ら

次じ

郎ろ
う（

松

陰
）、杉
文ふ
み

、久
坂
玄げ
ん

瑞ず
い

の
衣
装
や
杉
百ゆ

合り

之の

助す
け

の
下
駄
、腰
刀
、滝
の
草
履
、
寿ひ
さ

の
帳

面
な
ど
の
小
道
具
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
黒
船
来
航
（
１
８
５
３
）
か
ら

明
治
維
新
（
１
８
６
８
）
ま
で
の
ド
ラ
マ

の
時
代
背
景
な
ど
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
も

あ
り
、
維
新
に
至
る
ま
で
の
15
年
間
な
ど

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

大
河
ド
ラ
マ
推
進
室
（
２
５
・
３
１
３
９
）
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　３月５日、平成26年度３月補正予算が可決されまし
た。今回の補正は、地方創生のための施策を迅速・着実
に実行するため、国の「地域住民生活等緊急支援のため
の交付金」を活用する事業などが予算化されました。こ
のうち、市民の皆さんの生活に関わりのある事業につい
て、概要をご紹介します。

　消費喚起のため、萩市共通商品券協同組合が実施主体
となる、「プレミアム付萩市共通商品券」の発行を支援
します。商品券は、市内の約230店舗で使用できます。
▷内容
•発行セット数　４万セット（１セットは商品券1,000
　円分×12枚＝１万2,000円）
•販売価格　１セット１万円
•プレミアム額　2,000円
▷商品券の使用期間　平成27年９月30日まで
▷販売方法　発売日までに、市内の全世帯に送付される

「購入引換ハガキ」を持参して購入
▷販売日時
•４月５日～30日　午前10時～午後５時
　１世帯１セットまで販売
•５月10日　午前11時～午後５時
　１世帯３セット（予定）まで購入可能、完売次第終了
▷販売場所　田町商店街ほか
■問い合わせ　商工振興・企業誘致推進課（２５・３１
０８）、萩商工会議所内萩市共通商品券協同組合事務局
（２５・３３３３）

　子育て世帯の中でも特に経済的負担の大きい、中学生
以下の子ども（平成11年４月２日生まれ以降）が３人
以上いる世帯に、萩市共通商品券１万円分を配布します。
▷対象世帯　萩市に住民票のある中学生以下の子どもが
３人以上いる児童手当受給世帯（特例給付を除く）
▷配付期間　４月６日～５月29日
▷配付方法　対象世帯に郵送する引換券で引き換え（児
童手当未申請者や萩市以外からの受給者は申請が必要）
■問い合わせ　子育て支援課（２５・３５３６）

　医療費や介護費等の負担が大きい75歳以上（昭和15
年３月31日生まれ以前）の後期高齢者の方に、萩市共
通商品券5,000円分を配布します。
▷対象者　萩市に住民票のある75歳以上で、平成26
年度市民税（均等割）非課税者（課税者に扶養されている
者、生活保護受給者を除く）
▷配付期間　４月６日～５月29日
▷配付方法　対象者に郵送する引換券で引き換え（平成
26年度臨時福祉給付金未申請者や転入者は申請が必要）
■問い合わせ　福祉政策課（２５・３５５０）

　平成27年８月から、子育て世帯への経済的負担の軽
減を図るため、これまで小学校就学前までの子どもが対
象だった医療費助成を拡充して、新たに小学生への医療
費の助成（一部負担金あり）を行います。
▷対象世帯　父母の市民税所得割額の合計が13万6,70
0円以下の世帯
▷一部負担金

•通院１医療機関当たり　月1,000円
•入院１医療機関当たり　月2,000円
（保険薬局については負担なし）
▷開始時期　平成27年８月（現行の乳幼児医療費受給
者証の更新に合わせて開始）
■問い合わせ　子育て支援課（２５・３２５９）　
※詳しくは、改めて市報で紹介します。　

　少子化と高校進学の多様化が進展する中、市内の生徒
が地元の高校へ進学しやすくするため、通学費の助成を
行います。
▷対象者　市内に居住し、萩高校、萩商工高校、萩光塩
学院高校、奈古高校、大津緑陽高校水産キャンパスに通
学する生徒の保護者
※離島高校生就学支援費受給者、市民税所得割が30万

4,200円以上の世帯を除く。
▷助成内容　通学定期券の購入費（月額）の一部
•定期代１万円未満　定期代から5,000円を引いた額
•定期代１万円以上　定期代の１／２の額（１万円上限）
※１年間の上限月数は10カ月。また、１カ月助成額
1,000円未満は対象外。
■問い合わせ　教育委員会総務課（２５・３５６１）
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春
の
味
覚
を
楽
し
む　

萩
・
し
ろ
魚
ま
つ
り

地
域
の
お
た
か
ら
を
再
発
見

　

萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
文
化
遺
産
活
用
事

業
に
よ
り
、
今
年
度
取
り
組
み
を
行
っ
た
５

地
域
か
ら
推
薦
さ
れ
た
お
た
か
ら
（
文
化
遺

産
）候
補
が
、２
月
25
日
の「
お
た
か
ら
総
会
」

で
、
参
加
し
た
約
90
人
の
市
民
に
よ
り
「
萩

の
お
た
か
ら
」
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
認
定
さ
れ
た
の
は
、
▽
「
維
新
の
志

士
が
往
来
し
た
当
時
の
風
景
を
今
も
残
す
ま

ち
（
堀
内
・
平
安
古
の
鍵か
い
ま
が
り曲、

高
杉
晋
作

誕
生
地
ほ
か
）」
▽
「
松
本
川
に
育
ま
れ
た

人
々
と
武
家
の
町
割
り
（
土
原
の
水
辺
の
景

観
、町
割
り
を
示
す
基
礎
石
ほ
か
）」
▽
「
阿

武
川
と
と
も
に
生
き
た
山
里
の
歴
史
と
営

み
（
長
門
峡
、
川
上
を
救
っ
た
二
義
民
の
物

語
ほ
か
）」
▽
「
深
い
山
々
に
い
ざ
な
わ
れ

た
信
仰
の
里
（
紫
福
八
十
八
ヶ
所
、
福
栄
の

各
寺
に
伝
わ
る
木
も
く
じ
き
ご
ぎ
ょ
う

喰
五
行
上
人
作
の
仏
像
ほ

か
）」
▽
「
赤
間
関
街
道
の
宿
駅
町
と
し
て

発
達
し
た
三
見
市
と
街
道
の
変
遷
（
三
見
市

の
町
並
み
、
三
見
橋
ほ
か
）」
で
す
。

　

な
お
、こ
れ
ま
で
に
認
定
し
た
お
た
か
ら

を
、今
後
市
報
の
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

　

３
月
８
日
、萩
の
春
の
風
物
詩
の
一
つ「
し

ろ
魚
」
が
堪
能
で
き
る
「
萩
・
し
ろ
魚
ま
つ

り
」
が
県
漁
協
萩
地
方
卸
売
市
場
で
開
催
さ

れ
、
約
２
万
５
０
０
０
人
の
来
場
者
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　

一
番
人
気
の
、
し
ろ
魚
を
酢
醤
油
で
生
き

た
ま
ま
食
べ
る「
お
ど
り
食
い
」の
無
料
サ
ー

ビ
ス
に
は
早
く
か
ら
行
列
が
で
き
、
コ
ッ
プ

の
中
で
跳
ね
回
る
姿
に
驚
き
な
が
ら
も
、
独

特
の
の
ど
ご
し
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
し
ろ
魚
の
即
売
の
ほ
か
、
し
ろ
魚

雑
炊
な
ど
の
販
売
も
あ
り
、
春
の
味
覚
を
多

く
の
人
が
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。　

萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
お
た
か
ら
総
会

で
、
萩
の
お
た
か
ら
に
認
定

　

阿
武
火
山
群
の
火
山
の
一
つ
、伊
良
尾

火
山
は
、約
40
万
年
前
、マ
グ
マ
の
し
ぶ
き

を
噴
き
上
げ
る「
ス
ト
ロ
ン
ボ
リ
式
噴
火
」

に
よ
り
、ス
コ
リ
ア
（
黒
い
軽
石
）で
で
き

た
丘
（
ス
コ
リ
ア
丘
）を
作
り
ま
し
た
。続

い
て
火
山
灰
や
火
山
礫れ
き

を
数
千
ｍ
の
高
さ

ま
で
噴
き
上
げ
る
よ
う
な
激
し
い
噴
火
を

し
ま
し
た
。そ
の
後
、ス
コ
リ
ア
丘
の
麓
か

ら
玄
武
岩
の
溶
岩
を
流
し
、溶
岩
台
地
を

い
の
長
な
が
さ
わ
つ
つ
み

沢
堤
か
ら
２
㎞
ほ
ど
農
道
を
進
ん

だ
弥
富
地
区
で
、「
火
山
灰
層
観
察
施
設
」

と
し
て
見
学
で
き
ま
す
。

　
「
龍
が
通
っ
た
道
」沿
い
で
は
、い
た
る

と
こ
ろ
で
「
柱
ち
ゅ
う
じ
ょ
う
せ
つ
り

状
節
理
」を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。こ
れ
は
、流
れ
出
し
た
溶
岩
が

ゆ
っ
く
り
冷
え
固
ま
っ
た
と
き
に
、冷
や

さ
れ
た
面
が
六
角
形
に
な
り
、柱
状
に
ひ

び
割
れ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。溶
岩
が
川

の
中
を
流
れ
た
と
き
に
、川
底
と
土
手
が

保
温
装
置
と
な
っ
て
で
き
た
も
の
で
す
。

　

弥
富
下
下し
た
た
ば
ら

田
原
の
柱
状
節
理
の
崖
は
、

江
戸
時
代
の
絵
図
に
村
境
「
猿
屋
ノ
瀧
」

と
し
て
描
か
れ
た
場
所
で
す
。竹
や
雑
木

が
生
え
、つ
た
が
絡
ま
り
う
っ
そ
う
と
し

た
状
態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、地
域
の

見
ど
こ
ろ
の
一
つ
に
し
よ
う
と
、地
元
の

人
が
先
頭
に
な
っ
て
、竹
藪
な
ど
の
伐
採

作
業
を
行
っ
た
結
果
、長
さ
３
０
０
ｍ
に

わ
た
る
柱
状
節
理
を
対
岸
か
ら
一
望
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、柱
状
節
理
「
猿
屋
の
滝
」は

市
の
天
然
記
念
物
お
よ
び
名
勝
に
指
定
さ

れ
る
予
定
で
す
。今
後
、ジ
オ
サ
イ
ト
と
し

て
、保
全
・
活
用
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

（
２
５
・３
３
４
２
）

作
り
、さ
ら
に
川
の
中
に
流

れ
込
ん
だ
溶
岩
流
は
14
㎞
先

の
上
小
川
上う
え
の
は
ら

ノ
原
台
地
ま
で

到
達
し
ま
し
た
。

　

当
時
の
田
万
川
を
流
れ
下

っ
た
溶
岩
の
流
路
が
龍
に
似

て
い
る
こ
と
、地
元
で
龍
神

伝
説
が
語
り
継
が
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、こ
の
地
は
「
龍

が
通
っ
た
道
」と
名
づ
け
ら

れ
、現
在
で
は
見
学
コ
ー
ス

が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、伊
良
尾
火
山
の
噴

火
の
様
子
が
わ
か
る
地
層
が

平
成
20
年
、広
域
農
道
の
整

備
工
事
で
見
つ
か
り
、県
に

よ
っ
て
一
部
保
存
さ
れ
ま
し

た
。現
在
、国
道
３
１
５
号
沿

「文さん」や萩観光小町が来場者に
しろ魚のおどり食いをサービス
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平
成
27
年
４
月
の
介
護
保
険
制
度

改
正
に
よ
り
、
介
護
保
険
施
設
等

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
含
む
）
の
多
床

室
（
相
部
屋
）
の
基
準
費
用
額
が
、

３
２
０
円
か
ら
３
７
０
円
に
改
正
さ

れ
ま
す
。

　

現
在
、負
担
限
度
額
認
定
（
食
事
・

居
住
費
の
減
額
）
を
受
け
て
い
る
方

の
う
ち
、
第
２
・
第
３
段
階
の
方
に

発
行
し
て
い
る
負
担
限
度
額
認
定
証

の
多
床
室
に
か
か
る
負
担
限
度
額
欄

に
は
、
３
２
０
円
と
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
平
成
27
年
４
月
１
日
以
降

は
施
設
等
で
改
正
後
の
負
担
限
度
額

（
３
７
０
円
）
に
読
み
替
え
ま
す
の

で
、
認
定
証
の
訂
正
（
再
交
付
）
は

行
い
ま
せ
ん
。
な
お
、
４
月
以
降
に

発
行
す
る
認
定
証
に
つ
い
て
は
、
改

正
後
の
負
担
限
度
額
（
３
７
０
円
）

が
記
載
さ
れ
ま
す
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
多
床
室

入
所
者
に
か
か
る
基
準
費
用
額
に
つ

い
て
は
、
平
成
27
年
８
月
か
ら
室
料

相
当
の
負
担
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
再
度
見
直
さ
れ
る
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

介
護
保
険
課
（
２
５
・
３
３
６
８
）

　

消
防
業
務
の
功
績
等
が
顕
著
な
消
防

団
員
・
消
防
職
員
等
へ
の
国
・
県
か
ら

の
表
彰

◆
消
防
庁
長
官
表
彰
（
３
月
６
日
付
）

◎
永
年
勤
続
功
労
章

山
根
英ひ
で
お雄
（
山
田
）
山
田
第
２
分
団
長

松
尾
賢け
ん
じ次

（
三
見
）
三
見
第
１
分
団
長

藤
本
俊と
し
ゆ
き

幸
（
大
井
）
大
井
第
１
分
団
長

金
子
和か
ず
お夫

（
川
上
）
川
上
第
３
分
団
長

竹
重
文ふ
み
お男

（
吉
部
下
）
む
つ
み
方
面
団

本
部
分
団
長

高
橋
正ま
さ
の
ぶ
演
（
吉
部
下
）
む
つ
み
第
１
分

団
長

金
子
吉よ
し
か
ね
兼
（
川
島
）
萩
市
消
防
署
主
幹

（
消
防
司
令
）

◎
地
域
活
動
表
彰（
２
月
23
日
付
）

阿
武
萩
森
林
組
合

◆
県
知
事
表
彰
（
３
月
７
日
付
）

◎
自
主
防
災
組
織
部
門　

越
ケ
浜
の
防
災
を
考
え
る
会

◎
消
防
団
協
力
事
業
所
部
門　

有
限
会
社
大
福
丸

◎
功
労
章

山
根
勝か
つ
よ
し

美
（
川
島
）
萩
市
消
防
団
総
括

団
長
兼
中
央
方
面
団
長

増
山
要よ
う
じ次
（
川
上
）
川
上
方
面
団
長

◎
永
年
勤
続
功
労
章

金
子
和か
ず
し司
（
大
井
）
大
井
第
２
分
団
長

［後列左から］上田佳
か な

奈（１年、椿）、俵
たわら

未
み な み

奈美 
（２年、美祢市）、新藤一

かずは

葉（２年、美祢市）、井町
美
み ゆ

優（２年、椿東）、［前列左から］磯部翼
つばさ

（２
年、堀内）、南

なんぶ

部大
だいち

智（２年、長門市）、皆
みながわ

川結
ゆいか

花
（１年、山田）

全
国
高
校
少
林
寺
拳
法
選
抜
大
会

（
３
月
21
日・22
日　

香
川
県
）

都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
３
月
28
日
〜
30
日　

東
京
都
）

刀祢 海
かいむ

夢
（大島中２年）

萩商工高等学校少林寺拳法部
女子組演武、女子単独演武、男子組演武

全
国
高
校
剣
道
選
抜
大
会

（
３
月
27
日・28
日　

愛
知
県
）

﹇
女
子
団
体
﹈

（
山
口
県
鴻
城
高
校
２
年
、萩
東
中
出
身
）

佐
々
木 

優ゆ
う
な菜

土
田
龍た
つ
お夫

（
川
上
）
川
上
第
２
分
団
長

高
津
聡さ
と
し（

上
小
川
西
分
）
田
万
川
第
３

分
団
副
分
団
長

田た
じ
ま島

幸こ
う
じ治

（
吉
部
上
）
む
つ
み
第
１
分

団
副
分
団
長

堀ほ
り
た田
利と
し
は
る
治
（
須
佐
）
須
佐
第
１
分
団
長

村
田
博ひ
ろ
の
ぶ

延
（
須
佐
）
須
佐
第
４
分
団
長

三
浦
真ま
ひ
で秀

（
佐
々
並
）
佐
々
並
自
動
車

分
団
長

村
木
薫か
お
る（

福
井
下
）
福
栄
第
１
分
団
長

金
子
勇い
さ
お夫

（
福
井
上
）
福
栄
第
３
分
団

長山
影
澤た
く
み実

（
川
島
）
萩
市
消
防
署
主
幹

（
消
防
司
令
）
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可
燃
性
ご
み
を
焼
却
す
る
施
設　

萩
・

長
門
清
掃
工
場
「
は
な
も
ゆ
」
は
、
４
月

１
日
の
供
用
開
始
に
向
け
て
、
ご
み
の
焼

却
を
し
な
が
ら
機
器
の
調
整
や
性
能
の
確

認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
は
な
も
ゆ
」
に
は
、
萩
市
、
長
門
市
、

阿
武
町
の
ご
み
が
搬
入
さ
れ
、
ご
み
の
量

等
に
応
じ
て
各
市
町
が
運
営
費
を
分
担
し

て
い
ま
す
。

◆
ご
み
の
搬
入

　

直
接
ご
み
を
搬
入
す
る
際
の
手
数
料
が

変
わ
り
ま
す
。

◉
４
月
１
日
以
降
の
廃
棄
物
処
理
手
数
料

※
指
定
ご
み
袋
で
搬
入
し
て
も
手
数
料
が

か
か
り
ま
す
。

　

昨
年
９
月
に
萩
市
・
長
門
市
・
阿
武

町
の
小
中
学
生
を
対
象
に
募
集
し
た
環

境
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
に
81
点
の
応

募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
小
学
校
・

中
学
校
の
部
そ
れ
ぞ
れ
８
人
の
入
賞
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　

81
点
す
べ
て
の
作
品
は「
は
な
も
ゆ
」

の
管
理
棟
２
階
、
エ
コ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

展
示
し
て
い
ま
す
。

■
小
学
校
の
部

○
最
優
秀
賞　

吉よ
し

浦う
ら

梨り

乃の（
椿
東
６
年
）

○
優
秀
賞　

刀と

禰ね

日ひ

夏か

莉り

（
萩
明
倫
６

年
）

○
激
励
賞　

幸ゆ
き

莉り

穂ほ

、幸ゆ
き

紗さ

穂ほ

（
以
上
、

不適正ごみ
（金属類等の不燃性ごみ）

　

搬
入
さ
れ
る
ご
み
の
区
分
に
よ
っ
て
ご

み
処
理
手
数
料
が
異
な
る
た
め
、
ご
み
搬

入
時
に
計
量
棟
で
ご
み
処
理
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
が
必
要
で
す
。

◉
大
型
ご
み
、
剪
定
枝
等
の
持
ち
込
み

　

家
具
や
布
団
、
50
㎝
〜
２
m
の
長
さ
の

剪せ
ん

定て
い

枝
等
の
大
型
ご
み
は
、
破
砕
機
で
細

か
く
切
断
す
る
作
業
を
行
う
た
め
、
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
（
搬
入
場
所
）
で
担
当
者

の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
ご
み
の
分
別
等

◉
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

　

市
民
の
み
な
さ
ん
が
排
出
す
る
紙
製
お

よ
び
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
、
事
業

者
が
排
出
す
る
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
や
白
色

ト
レ
イ
の
産
業
廃
棄
物
は
、
ご
み
減
量
と

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
た
め
搬
入
で
き
ま
せ

ん
。

◉
金
属
類
等
は
混
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い

　
「
は
な
も
ゆ
」
は
、
24
時
間
連
続
運
転

で
可・

燃・

性・

ご
み
を
焼
却
処
理
す
る
施
設
で

す
が
、
金
属
類
等
の
不・

燃・

性・

ご
み
の
混
入

が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
機
器
に

損
傷
を
与
え
る
ほ
か
、
連
続
燃
焼
を
停
止

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
が
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
絶
対
に
燃
や
せ
る

ご
み
指
定
袋
の
中
に
金
属
類
等
の
不
燃
性

ご
み
を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◉
事
業
者
の
み
な
さ
ん
へ

　

事
業
者
等
が
パ
ッ
カ
ー
車
や
ダ
ン
プ
車

で
直
接
ご
み
を
搬
入
さ
れ
る
際
、
ご
み
投

入
前
に
展
開
検
査
を
行
う
予
定
で
す
。
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
施
設
見
学
が
可
能
で
す

椿
西
６
年
）、
三
村
侑ゆ

真み

子こ

（
三
見
６

年
）、
柳
や
な
ぎ
だ田

夏か

歩ほ

（
長
門
明
倫
２
年
）、

中
村
優ゆ
う

佑す
け

、
的
場
多た

実み

哉や

（
以
上
、
日

置
４
年
）

■
中
学
校
の
部

○
最
優
秀
賞　

小こ

嶋じ
ま

裕ひ
ろ

貴き（
深
川
３
年
）

○
優
秀
賞　

渡
邉
寛ひ
ろ

子こ（
む
つ
み
３
年
）

○
激
励
賞　

松
浦
未み

歩ほ

、浜は
ま

畑は
た

香か
の
ん音（

以

上
、
萩
東
３
年
）、中
原
杏き
ょ
う
こ
子
、
森
田
奈な

菜な
（
以
上
、萩
西
３
年
）、守も
り

山や
ま

未み

紗さ
（
日

置
３
年
）、
塩し
お

瀬せ

有ゆ

美み

（
菱ひ
し

海か
い
３
年
）

　
「
は
な
も
ゆ
」
は
、
ご
み
の
減
量
化
や

地
球
温
暖
化
防
止
を
啓
発
す
る
設
備
も
備

え
て
い
ま
す
。

　

管
理
棟
玄
関
ホ
ー
ル
に
、
萩
人
形
・
萩

焼
作
品
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、
敷
地
内

に
は
市
民
の
み
な
さ
ん
の
憩
い
の
場
と
し

て
多
目
的
広
場
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
見
学
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
見
学
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ

萩
・
長
門
清
掃
一
部
事
務
組
合
事
務
局

（
２
４
・
５
３
４
９
）

区分 手数料

排出者自ら持ち込
む家庭ごみ 100円

事
業
系
ご
み

一般廃棄物 170円

搬入可能な一部
の産業廃棄物 220円

　

事
業
系
ご
み
は
、
一
般
廃
棄
物
（
生
ご

み
や
紙
類
等
）
と
、
搬
入
可
能
な
一
部
の

産
業
廃
棄
物
（
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
）
を

混
載
し
て
搬
入
す
る
場
合
、
産
業
廃
棄
物

の
手
数
料
を
適
用
し
ま
す
。

◉
ご
み
処
理
申
込
書
の
記
入
・
提
出

（いずれも10㎏ごと）

最優秀賞　吉浦梨乃
（椿東６年）
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午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

※
木
間
・
三
見
第
３
投
票
区
お
よ
び
、
川

上
・
田
万
川
・
む
つ
み
・
須
佐
・
弥
富
・
旭
・

福
栄
の
全
投
票
区
は
午
後
６
時
ま
で

　

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で

平
成
７
年
４
月
13
日
以
前
に
生
ま
れ
た
日

本
国
民
で
、
平
成
27
年
１
月
２
日
（
転
入

届
出
日
）
以
前
か
ら
引
き
続
き
３
カ
月
以

上
萩
市
に
住
ん
で
い
る
方
。

　

平
成
27
年
１
月
３
日
以
降
に
山
口
県
内

の
市
町
間
で
住
所
を
移
動
（
市
町
間
を
単

位
と
し
１
回
に
限
る
）
さ
れ
た
方
は
、
前

住
所
地
で
投
票
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
（
た
だ
し
、
前
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
）。
投

票
の
際
は
、
市
町
長
の
発
行
す
る
居
住
証

明
書
類
ま
た
は
住
民
票
を
持
っ
て
投
票
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

選
挙
権
の
有
無
に
つ
い
て
不
明
な
方
は

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

投
票
は
、
決
め
ら
れ
た
投
票
所
で
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。郵
送
さ
れ
た「
投

票
所
入
場
券
」
で
自
分
の
投
票
所
を
確
か

め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
３
月
30
日

以
降
の
転
居
届
出
者
は
、
旧
住
所
地
の
投

票
所
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

と
、
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票

で
き
ま
す
。

◆
郵
便
等
で
で
き
る
場
合

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
を

持
ち
、
一
定
要
件
に
該
当
す
る
方
、
介
護

保
険
に
お
い
て
要
介
護
５
と
認
定
さ
れ
た

方
で
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
を
お
持
ち

の
方
は
、
自
宅
で
投
票
用
紙
に
記
載
し
て

郵
便
等
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
郵
便
等
投
票
が
で
き
る
方
で
「
ご

自
身
で
投
票
の
記
載
が
で
き
な
い
」
と
法

的
に
定
め
ら
れ
た
方
が
、
代
理
人
に
投
票

に
関
す
る
記
載
を
し
て
も
ら
う
制
度
も
あ

り
ま
す
。

　

証
明
書
の
交
付
申
請
を
さ
れ
る
方
や
有

効
期
限
の
過
ぎ
た
方
は
早
め
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
用
紙
の
請
求
は
郵
便
等
投
票
証
明

書
を
添
え
て
４
月
８
日
ま
で
に
萩
市
選
挙

管
理
委
員
会
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
船
員
の
場
合

　

船
員
で
選
挙
人
登
録
証
明
書
を
お
持
ち

の
方
は
、
指
定
港
の
市
町
村
選
挙
管
理
委

員
会
で
、
選
挙
人
名
簿
登
録
証
明
書
お
よ

び
船
員
手
帳
を
提
示
し
て
不
在
者
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

投
票
所
で
の
受
付
を
円
滑
に
す
る
た

め
、
入
場
券
を
忘
れ
ず
に
持
っ
て
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。
入
場
券
が
届
か
な
か
っ
た

り
、
ま
た
は
な
く
し
た
り
、
忘
れ
た
と
き

い
。

　

県
外
転
出
さ
れ
た
方
は
、
入
場
券
が
届

い
て
も
投
票
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

期
日
前
投
票
は
投
票
日
に
投
票
で
き
な

い
人
に
前
も
っ
て
投
票
で
き
る
よ
う
便
宜

を
図
る
制
度
で
す
。
投
票
日
に
仕
事
や
旅

行
等
の
事
情
で
投
票
所
に
行
け
な
い
方
は

必
ず
期
日
前
投
票
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
入
院
中
の
場
合

　

指
定
病
院
や
施
設
に
入
院
・
入
所
し
て

い
る
場
合
は
、
病
院
長
や
管
理
者
に
申
し

出
を
す
れ
ば
、
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
指
定
病
院
と
指
定
施
設
は

次
の
と
お
り
で
す
。

○
指
定
病
院

　

市
民
病
院
、玉
木
病
院
、全
眞
会
病
院
、

都
志
見
病
院
、
萩
慈
生
病
院
、
萩
病
院
、

萩
む
ら
た
病
院

○
指
定
施
設

　

オ
ア
シ
ス
は
ぎ
園
、
福
祉
複
合
施
設
つ

ば
き
、
萩
・
福
祉
複
合
施
設
か
が
や
き
、

ひ
ま
わ
り
の
苑
、
徳
寿
園
、
阿
北
苑
、
む

つ
み
園
、
す
さ
苑
、
ち
は
る
え
ん
、
紫
福

園
、
か
わ
か
み
苑

◆
仕
事
等
で
市
外
に
滞
在
中
の
場
合

　

郵
便
等
で
宣
誓
書
を
添
え
、
萩
市
選
挙

管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙
を
請
求
す
る

は
投
票
所
で
再
発
行
し
ま
す
。
受
付
の
係

員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

転
居
等
さ
れ
た
場
合
、
郵
便
局
へ
転
居

届
け
を
さ
れ
な
い
と
、
入
場
券
が
届
か
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

投
票
用
紙
に
は
、
候
補
者
の
氏
名
を
一

人
書
い
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。
漢
字
、

ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
が
、
候
補
者
の
氏
名
が
は
っ
き
り
正
し

く
書
か
れ
て
い
な
い
と
無
効
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
代
理
投
票

　

投
票
は
自
分
で
書
く
の
が
原
則
で
す

が
、
体
の
不
自
由
な
方
や
字
が
書
け
な
い

方
は
投
票
所
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
補

助
者
が
、
あ
な
た
に
代
わ
っ
て
あ
な
た
の

支
持
す
る
候
補
者
を
書
き
ま
す
。
投
票
に

関
す
る
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

◆
点
字
投
票

　

目
の
不
自
由
な
方
は
点
字
投
票
が
で
き

ま
す
の
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

午
後
８
時
30
分
か
ら
市
民
体
育
館
で
行

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会
（
２
５
・
２
９
１
２
）

投
票
時
間

投
票
で
き
る
人

不
在
者
投
票

期
日
前
投
票

投
票
所
の
確
認
を

入
場
券
を
忘
れ
ず
に

投
票
の
方
法

開
票
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あ な た の 投 票 所

期日前投票所 場　所 期　間 時　間
萩市役所
期日前投票所 萩市役所玄関ロビー 4/4㈯～11㈯ 8：30～20：00

三見期日前投票所 三見出張所 4/6㈪～11㈯ 8：30～17：00

大井期日前投票所 大井出張所 4/6㈪～11㈯ 8：30～17：00

大島期日前投票所 大島公民館 4/6㈪～9㈭ 8：30～17：00
4/10㈮ 8：30～12：00

見島期日前投票所 見島ふれあい交流
センター

4/6㈪～9㈭ 8：30～17：00
4/10㈮ 8：30～12：00

越ケ浜期日前投票所 越ケ浜介護予防
センター 4/9㈭～11㈯ 9：00～17：00

川上期日前投票所 川上総合事務所 4/6㈪～11㈯ 8：30～19：00

田万川期日前投票所 田万川総合事務所
4/6㈪～11㈯

8：30～19：00

小川期日前投票所 小川小学校相談室 8：30～17：00

むつみ期日前投票所 むつみ総合事務所
4/6㈪～11㈯

8：30～19：00

高俣期日前投票所 高俣支所 8：30～17：00

須佐期日前投票所 須佐総合事務所
4/6㈪～11㈯

8：30～19：00

弥富期日前投票所 弥富支所 8：30～17：00

旭期日前投票所 旭総合事務所
4/6㈪～11㈯

8：30～19：00

佐々並期日前投票所 佐々並支所 8：30～19：00

福栄期日前投票所 福栄総合事務所
4/6㈪～11㈯

8：30～19：00

紫福期日前投票所 紫福支所 8：30～17：00

期 日 前 投 票 の 場 所 期 間・ 等
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あ な た の 投 票 所 選挙管理委員会　２５・２９１２問い合わせ
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選挙区域 地区 氏　名

田万川・須佐
地域

（第１選挙区）

田万川
中村　博

ひろし
（64歳、下田万） 新

上杉　重
しげお
男 （62歳、上小川西分）

宮内　敏
としお
男 （67歳、下小川）

須佐
大塚　茂

しげき
生 （70歳、須佐）

田村　廣
ひろし
　 （66歳、須佐）

下
しもせ
瀬　一

かずま
馬 （64歳、弥富下） 新

むつみ地域
（第２選挙区） むつみ

矢
やつぎ
次　利

としのり
典 （54歳、吉部上） 新

猪
いのまた
亦　修

おさむ
生 （64歳、吉部下）

倉
くらまし
増　隆

たかし
資 （42歳、片俣） 新

福栄地域
（第３選挙区） 福栄

藏
くらまし
増　裕

ゆういち
一 （66歳、福井上）

藤田　芳
よしあき
昭 （63歳、福井下） 新

原田　知
ともみ
美 （58歳、紫福）

岡　　卓
たかし
　 （75歳、紫福）

萩地域
（第４選挙区）

椿東 金子　哲
てつや
也 （62歳、椿東）

大井
佐伯　泰

ひろし
資 （71歳、大井）

吉屋　憲
のりゆき
幸 （53歳、大井） 新

田中　博
ひろもり
守 （73歳、大井） 新

大島 鈴川　肇
はじめ
　 （55歳、大島）

相島 中野　良
よしやす
保 （53歳、相島） 新

萩地域
（第５選挙区）

川内 岡﨑　弘
ひろあき
明 （66歳、川島）

椿 榎
えのきだに
谷　隆

たか お
夫 （56歳、椿）

藤田　滋
しげのり
紀 （67歳、椿） 新

山田 片岡　兼
かねお
雄 （68歳、山田）

三見 吉村　剛
たけし
　 （58歳、三見）

見島 長富　繁
しげみ
美 （64歳、見島） 新

川上・旭地域
（第６選挙区）

川上 烏
からすだ
田　茂

しげお
夫 （64歳、川上） 新

明木 中村　扶
ふ じ お
之男 （75歳、明木）

中村　博
ひろかず
和 （71歳、明木）

佐々並 杉山　幹
みきひろ
洋 （66歳、佐々並） 新

光
みつだ
田　英

ひでひこ
彦 （67歳、佐々並）

　

２
月
22
日
に
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
が

実
施
さ
れ
、
公
選
委
員
の
農
業
委
員
30
人

が
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、選
任
委
員（
議

会
や
農
業
協
同
組
合
な
ど
関
係
団
体
か
ら

の
推
薦
委
員
）
７
人
も
決
ま
り
ま
し
た
。

任
期
は
い
ず
れ
も
３
月
８
日
か
ら
３
年
間

で
す
。
な
お
、
会
長
と
会
長
職
務
代
理
者

に
つ
い
て
は
市
報
４
月
１
日
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

農
地
に
つ
い
て
の
相
談
は
、
お
近
く
の

農
業
委
員
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◎
農
業
委
員
の
役
割

○
農
地
の
売
買
・
貸
借
等
の
権
利
移
動
や

農
地
転
用
に
伴
う
農
地
法
の
許
認
可
業
務

の
審
査

○
認
定
農
業
者
等
の
担
い
手
の
確
保
・
育

成
、
農
地
の
利
用
集
積
・
有
効
利
用
の
取

り
組
み
を
通
じ
た
地
域
農
業
の
構
造
改
革

の
推
進

○
農
業
者
や
集
落
、
農
業
関
係
団
体
等
の

声
を
政
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
農
業
現

場
の
意
見
を
積
み
上
げ
、
行
政
庁
へ
の
申

し
立
て
を
実
施

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
農
業
委
員
会
（
２
５
・
３
４
０
５
）

推薦機関 氏　名
農業協同組合 増野　弘

ひろあき
晃 （70歳、片俣）

農業共済組合 長尾　忠
ただとし
敏 （67歳、弥富下）

土地改良区 尾木　武
たけお
夫 （73歳、上小川西分）新

市議会

嶋　　哲
てつこ
子 （59歳、上小川西分）

原川　久
く み こ
美子（69歳、山田）

落合　光
みつこ
子 （65歳、河添） 新

松田　由
ゆ み こ
美子（44歳、吉部下） 新
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在
宅
で
高
齢
者
等
の
方
を
介
護
し
て
い

る
家
族
に
、
紙
お
む
つ
等
の
購
入
の
た
め

の
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
高
齢
者
等
（
介

護
保
険
制
度
の
要
介
護
１
〜
５
）
を
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
家
族
で
、
同
居
・
別
居

に
か
か
わ
ら
ず
、市
民
税
非
課
税
世
帯（
介

護
者
、
要
介
護
者
と
も
）
の
方

■
利
用
方
法　

市
内
の
登
録
協
力
店
で
介

護
用
品
と
引
き
換
え

■
利
用
上
限
額

要
介
護
１
〜
３
＝
３
万
５
０
０
０
円
分

要
介
護
４
〜
５
＝
７
万
５
０
０
０
円
分

※
10
月
以
降
申
請
分
は
半
額
。

　

高
齢
者
等
で
、
一
般
公
共
交
通
機
関
の

利
用
が
困
難
な
方
に
交
付
し
ま
す
。保
健
・

医
療
機
関
へ
の
通
院
に
限
り
使
用
で
き
ま

す
。

■
対
象
者　

市
内
在
住
で
、
次
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
方

①
原
則
、
要
介
護
３
以
上
の
認
定
を
受
け

て
い
る
方

②
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
で
の
移
送
が
必
要
な

方
、
常
時
車
椅
子
を
使
用
す
る
な
ど
一
般

の
タ
ク
シ
ー
で
の
移
送
が
困
難
な
方

③
医
療
機
関
、
福
祉
施
設
に
入
院
・
入
所

し
て
い
な
い
方

※
障
が
い
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
や
、
自
動
車
税
・
軽
自
動

車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

■
利
用
券　

１
枚
５
０
０
円

※
１
回
に
使
用
す
る
枚
数
に
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。

■
交
付
枚
数　

年
間
40
枚
（
２
万
円
分
）

※
10
月
以
降
申
請
分
は
20
枚
（
１
万
円

分
）。

■
運
行
時
間　

原
則
、
午
前
７
時
30
分
〜

午
後
６
時

※
事
前
に
登
録
事
業
所
に
予
約
が
必
要
で

す
。
治
療
等
で
運
行
時
間
外
に
利
用
す
る

場
合
は
、事
業
所
に
直
接
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
介
助　

運
転
手
１
人
で
の
対
応
の
た

め
、
乗
降
時
以
外
の
介
助
は
で
き
ま
せ
ん

（
居
室
か
ら
の
移
動
な
ど
で
介
助
が
必
要

　

寝
た
き
り
等
で
自
宅
か
ら
理
容
院
や
美

容
院
に
出
向
く
こ
と
が
困
難
な
方
が
、
自

宅
で
散
髪
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
訪
問
に
か
か
る
経
費
を
助
成
し
ま

す
。

■
対
象
者　

心
身
の
障
が
い
が
あ
る
ま
た

は
、
寝
た
き
り
の
市
内
在
住
の
高
齢
者

■
利
用
方
法　

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
際
に

利
用
券
を
提
出

■
利
用
者
負
担
金　

理
美
容
料
金
は
実
費

（
訪
問
に
か
か
る
経
費
は
無
料
）

■
利
用
限
度　

年
６
回

※
10
月
以
降
申
請
分
は
３
回
。

■
申
請
方
法

•
介
護
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
し
、高
齢
・

障
が
い
支
援
課
、
各
総
合
事
務
所
市
民
窓

口
部
門
備
え
付
け
の
申
請
書
を
提
出

•
各
担
当
地
区
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
の
相
談
員
が
訪
問
、
代
行
申
請

■
問
い
合
わ
せ

高
齢
・
障
が
い
支
援
課
高
齢
福
祉
係
（
２

５
・
３
１
３
７
）、
各
総
合
事
務
所
市
民
窓

口
部
門
、
各
担
当
地
区
の
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

市
内
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
障
が
い
等
級
が
1

級
〜
３
級
の
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
障
が
い
種
別
が
腎

臓
機
能
障
が
い
で
通
院
に
よ
る
人
工
透
析

治
療
を
受
け
て
い
る
方

③
療
育
手
帳
A
の
方

④
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
方

※
自
動
車
税
ま
た
は
軽
自
動
車
税
の
減
免

を
受
け
て
い
る
方
、
高
齢
者
の
リ
フ
ト
付

タ
ク
シ
ー
専
用
利
用
券
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
、
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
利
用
券　

１
枚
５
０
０
円

■
交
付
枚
数　

年
間
１
冊
48
枚
（
２
万
４

０
０
０
円
）

※
１
回
に
つ
き
１
枚
の
み
使
用
で
き
ま
す
。

※
透
析
で
通
院
の
場
合
、
週
２
回
通
院
さ

れ
る
方
は
２
冊
、
週
３
回
通
院
さ
れ
る
方

は
３
冊
を
上
限
と
し
て
交
付
し
ま
す
。
こ

の
場
合
は
医
療
機
関
の
証
明
（
通
院
状
況

の
わ
か
る
も
の
）
が
必
要
で
す
。

■
申
請
方
法　
各
障
害
者
手
帳
と
印
鑑
を

持
参
し
、
高
齢
・
障
が
い
支
援
課
、
各
総

合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門
備
え
付
け
の
申

請
書
を
提
出

■
問
い
合
わ
せ

高
齢
・
障
が
い
支
援
課
障
が
い
福
祉
係

（
２
５
・
３
５
２
３
）、
各
総
合
事
務
所
市

民
窓
口
部
門

　

市
で
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
方
へ
、
介
護
用
品
支
給
や
訪
問
理
美
容
、
交
通

手
段
の
確
保
な
ど
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
26
日
か
ら
平
成
27
年
度
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
利
用
を
希
望
さ
れ

る
方
は
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
平
成
26
年
度
の
利
用
券
の
使
用
期
限
は
３
月
31
日
で
す
。
有
効
期
限
が
過
ぎ
た
も

の
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
場
合
は
、
家
族
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
で

対
応
し
て
く
だ
さ
い
）。
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「
慢
性
疲
労
症
候
群
」
と
い
う
の
は
聞

き
な
れ
な
い
言
葉
で
す
ネ
。
日
本
で
は
、

ほ
ん
の
25
年
ほ
ど
前
か
ら
厚
生
労
働
省
が

調
査
研
究
を
始
め
た
ば
か
り
の
新
し
い
概

念
で
す
。
現
代
の
ス
ト
レ
ス
社
会
に
お
い

て
避
け
て
通
れ
な
い
疲
労
を
、
そ
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
か
ら
有
効
な
対
処
法
へ
と
導
く
学

問
が
「
疲
労
医
学
」
と
い
う
領
域
で
す
。

◆
な
ぜ
疲
れ
る
の
？

　

日
常
生
活
に
お
い
て
疲
労
は
本
当
に
身

近
な
も
の
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
あ
ま

り
に
も
テ
ー
マ
が
大
き
く
、
研
究
の
対
象

と
し
て
こ
れ
ま
で
十
分
に
は
取
り
上
げ
て

こ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
方
で
厚
生
労
働
省
の
疫
学
調
査（
１
９

９
８
年
）に
よ
り
、
慢
性
的
に
疲
労
感
を
自

覚
し
て
い
る
人
の
割
合
は
約
60
％
に
の
ぼ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
で

は
そ
の
割
合
は
も
っ
と
高
い
で
し
ょ
う
ネ
。

◆
疲
労
の
原
因
は
活
性
酸
素
だ
っ

た
！

　

ヒ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
生
物

は
、
生
命
維
持
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

得
る
た
め
、
絶
え
ず
酸
素
を
消
費
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
酸
素
の
一
部
は
、
代
謝

過
程
に
お
い
て「
活
性
酸
素
」と
呼
ば
れ
る

反
応
性
が
高
い
状
態
に
変
換
さ
れ
ま
す
。

　

通
常
、
活
性
酸
素
は
生
体
が
本
来
持
っ

て
い
る
活
性
酸
素
消
去
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ

て
速
や
か
に
処
理
さ
れ
ま
す
が
、
過
重
労

働
な
ど
で
活
性
酸
素
が
大
量
に
発
生
す
る

と
、十
分
に
処
理
し
き
れ
な
く
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
過
剰
な
活
性
酸
素
に
よ
っ
て
、

細
胞
機
能
低
下
や
組
織
損
傷
が
生
じ
た
結

果
、
疲
労
感
や
身
体
的
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

低
下
な
ど
疲
労
の
症
状
が
発
生
す
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
抗
酸
化
物
質
と
は
い
っ
た
い
ど

ん
な
モ
ノ
？

　

疲
労
の
発
生
に
活
性
酸
素
が
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
中
、
抗
疲

労
物
質
の
候
補
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る

の
が
「
抗
酸
化
物
質
」
で
す
。
生
体
内
の

抗
酸
化
物
質
の
濃
度
を
高
く
維
持
し
、
過

剰
に
発
生
す
る
活
性
酸
素
を
消
去
す
れ

ば
、
疲
労
の
発
生
を
抑
制
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
大
阪
市
立
大
学
や
大
阪
市
、
食

品
・
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
な
ど
計
18
社
が
参

加
し
て
、
産
官
学
連
携
の
「
疲
労
定
量
化

及
び
抗
疲
労
食
薬
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
ス
タ
ー
ト
し
、
よ
り
よ
い
疲
労
回
復
方

法
や
過
労
予
防
法
に
つ
い
て
研
究
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
っ
た
臨
床
試

験
で
、
食
品
成
分
23
種
類
に
つ
い
て
調
べ

た
と
こ
ろ
、
高
い
抗
疲
労
効
果
が
あ
り
、

日
常
よ
く
使
う
食
材
か
ら
と
れ
る
成
分
と

い
う
こ
と
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
抗
酸

化
作
用
を
持
つ
イ
ミ
ダ
ペ
プ
チ
ド
と
い
う

タ
ン
パ
ク
質
で
す
。
こ
の
成
分
は
何
千
㎞

も
休
み
な
く
飛
び
続
け
る
渡
り
鳥
の
羽
の

付
け
根
や
時
速
１
０
０
㎞
で
泳
ぐ
回
遊
魚

（
カ
ツ
オ
な
ど
）
の
尾
び
れ
部
分
に
多
く
、

身
近
な
食
材
で
は
鶏
胸
肉
に
一
番
多
く
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

114

萩
市
民
病
院　
☎
０
８
３
８
・
２
５
・
１
２
０
０

萩市民病院

医師：刀
と ね

禰　尚
たかし

専門：内科・循環
器科・透析

　

健
常
な
男
女（
20
〜
60
歳
）を
対
象
に
、

こ
の
タ
ン
パ
ク
質
を
適
量
摂
取
し
た
群
と

未
摂
取
群
の
間
で
、
疲
れ
や
す
さ
や
回
復

の
速
さ
が
調
査
さ
れ
、
摂
取
群
は
有
意
に

未
摂
取
群
に
比
べ
て
疲
労
の
程
度
が
軽

く
、
回
復
も
早
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し

た
（
ラ
ン
ダ
ム
化
二
重
盲
検
並
行
群
間
比

較
試
験
）。

　

で
は
、
こ
の
イ
ミ
ダ
ペ
プ
チ
ド
を
た
く

さ
ん
摂
取
す
れ
ば
疲
れ
な
い
体
に
な
る
の

か
と
い
え
ば
、答
え
は「
No（
ノ
ー
）」で
す
。

残
念
な
が
ら
、
体
の
ホ
メ
オ
ス
タ
ー
シ
ス

（
恒
常
性
）は
そ
ん
な
単
純
な
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
よ
り
疲
れ
に
く
い
体

に
な
る
「
可
能
性
」
を
秘
め
て
い
る
と
い

う
と
こ
ろ
ま
で
が
現
在
の
認
識
で
す
。

　

こ
の
「
疲
労
医
学
」
は
比
較
的
新
し
い

医
学
の
領
域
で
す
が
、
さ
ら
な
る
発
展
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

《
参
考
文
献
》

1.Jpn Pharm
acol Ther

（
薬
理
と
治
療
）

vol.36 no.3 2008

2.Jpn Pharm
acol Ther

（
薬
理
と
治
療
）

vol.37 no.3 2009
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者
は
、
エ
コ
プ
ラ
ザ
･
萩
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
交
渉
が
成
立
し
た
場
合

や
登
録
を
取
り
消
さ
れ
る
場
合
も
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
リ
サ
イ
ク
ル
講
座

○
バ
ー
ナ
ー
ワ
ー
ク
講
座
「
ト
ン
ボ

玉
を
作
ろ
う
」

■
と
き　

４
月
12
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
正
午

■
内
容　

ガ
ラ
ス
棒
を
使
っ
た
ト
ン

ボ
玉
作
り

■
定
員　

10
人
程
度

■
参
加
料　

１
０
０
円（
材
料
費
別
）

◎
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
、
毎
月
第

２
木
曜
日

エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
情
報
（
２
４・
５ゴ

ミ
ゼ
ロ
ゼ
ロ

３
０
０
）

○
不
用
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す

プ
リ
ン
タ
ー
、
介
護
用
回
転
い
す
、

ゴ
ル
フ
セ
ッ
ト（
レ
デ
ィ
ー
ス
用
）、

子
供
用
自
転
車
、
萩
総
合
支
援
学
校

制
服（
１
６
０
㎝
）、
萩
高
校
女
子
制

服（
夏
・
冬
用
）、
萩
西
中
学
校
体
操

服
、
タ
ン
ス
、
電
気
あ
ん
ま
イ
ス

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

女
児
用
洋
服
（
80
〜
１
３
０
㎝
）、

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
着
物
、
餅
つ
き
機

（
味
噌
羽
付
）、
萩
高
校
男
子
制
服

（
１
７
０
㎝
）、
冷
蔵
庫

◆
登
録
は
３
カ
月
間
。
登
録
者
と
直

接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
希
望

山
陰
道
の
計
画
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

　

国
土
交
通
省
は
、
益
田
市
須
子

か
ら
萩
ま
で
の
山
陰
道
の
道
路
計

画
に
つ
い
て
地
域
の
皆
さ
ん
の
声

を
聞
く
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
２

月
下
旬
に
萩
・
須
佐
・
田
万
川
地

域
の
家
庭
や
事
業
所
等
に
お
送
り

し
た
ほ
か
、
総
合
事
務
所
等
に
設

置
し
て
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

山
陰
道
（
須
子
〜
萩
）
の
全
線

の
早
期
事
業
化
に
向
け
て
多
く
の

声
を
届
け
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
ア
ン
ケ
ー
ト
の
配
置
場
所　

市

役
所
、
総
合
事
務
所
、
道
の
駅
等

■
ア
ン
ケ
ー
ト
期
限　

３
月
17
日

問
い
合
わ
せ

山
口
河
川
国
道
事
務
所

（
０
８
３
５
・
２
２
・
１
８
１
９
）

市
役
所
の
部
署
の
移
転

　

地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
や
市
役

所
内
の
保
健
師
の
連
携
に
よ
る
効

率
化
を
図
る
た
め
、
ま
た
、
上
下

水
道
部
の
組
織
機
能
強
化
の
た

め
、
３
月
30
日
（
月
）
か
ら
、
市

役
所
４
課
を
表
の
と
お
り
移
転
し

ま
す
。

　

な
お
、
電
話
番
号
の
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※
健
康
増
進
課
が
行
う
健
康
教

室
、
健
康
相
談
（
５
カ
月
児
、
10

カ
月
児
）、
健
康
診
断
（
１
歳
６

カ
月
児
、
３
歳
児
）、
料
理
教
室

等
は
、
今
ま
で
ど
お
り
萩
市
保
健

セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

財
産
管
理
課
（
２
５
・
３
１
４
３
）

国
民
年
金
保
険
料
の
改
定

　

４
月
か
ら
国
民
年
金
の
保
険
料

が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

【
現
在
】
月
額
１
万
５
２
５
０
円

【
改
定
後
】月
額
１
万
５
５
９
０
円

　

平
成
16
年
の
制
度
改
正
で
、
保

険
料
は
平
成
29
年
度
ま
で
毎
年

２
８
０
円
ず
つ
引
き
上
げ
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
27
年
度

保
険
料
は
物
価
や
賃
金
の
低
下
等

に
よ
り
調
整
さ
れ
、
予
定
よ
り

７
９
０
円
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

萩
年
金
事
務
所（

２
４
・
２
２
３
１
）

市
民
課
後
期
高
齢
者
医
療
・
年
金

係
（
２
５
・
３
２
３
９
）

煙の
ろ
し火

を
打
ち
上
げ
る
イ
ベ

ン
ト
の
情
報
を
公
開

　

行
事
等
で
煙
火
を
打
ち
上
げ
る

際
は
、
萩
市
火
災
予
防
条
例
に
基

づ
き
、
行
為
者
が
「
煙
火
打
ち
上

げ
仕
掛
け
届
出
書
」
を
消
防
本
部

に
届
け
出
ま
す
。

　

煙
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
際
、

ど
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
て
い
る
の
か
お
知
ら
せ
す
る
た

め
、
煙
火
を
打
ち
上
げ
る
イ
ベ

ン
ト
情
報
を
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（
消
防
本
部
警
防
課
の
ペ
ー
ジ
）

に
掲
載
し
ま
す
。

■
掲
載
開
始
日　

４
月
１
日

■
掲
載
内
容　

打
ち
上
げ
日
時
、

イ
ベ
ン
ト
名
・
開
催
場
所

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課

（
２
５
・
２
７
８
４
）

現在 移転先
（3月30日～）

福祉政策課 本庁舎1階東側
（福祉事務所内）

総合福祉センター1階
（本庁舎西側別棟）

健康増進課 萩市保健センター
（平安古町）

福祉支援センター
（本庁駐車場入口横）

西地域包括支
援センター

福祉支援センター
（本庁駐車場入口横）

本庁舎1階東側
（福祉事務所内）

下水道建設課 浄化センター
（堀内）

市役所第2庁舎2階
（本庁舎東側別棟）
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「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

１
７
１
」
利
用
体
験
会

　

大
規
模
災
害
時
、
電
話
が
つ
な

が
り
に
く
い
状
況
に
な
っ
た
場
合

に
安
否
確
認
が
行
え
る
通
信
サ
ー

ビ
ス
「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

１
７
１
」
が
あ
り
ま
す
。

　

も
し
も
の
時
、
す
ぐ
に
利
用
で

き
る
よ
う
、
利
用
体
験
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
当
日
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西

日
本
や
日
本
公
衆
電
話
会
に
よ
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
や
利
用
説
明

等
も
行
わ
れ
ま
す
。

■
と
き　

３
月
19
日
（
木
）
午
前

11
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
ロ
ビ
ー

■
内
容　

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

（
１
７
１
）
電
話
サ
ー
ビ
ス
、
災

害
用
伝
言
板
（
ウ
ェ
ブ
１
７
１
）

の
利
用
体
験

■
主
催　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
山
口
支

店
問
い
合
わ
せ

防
災
安
全
課
（
２
５
・
３
８
０
８
）

火
の
取
り
扱
い
に
ご
注
意
を

　

空
気
が
乾
燥
し
、
風
の
強
い
日

が
多
い
た
め
、
県
内
で
た
き
火
が

原
因
の
火
災
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
火
の
取

り
扱
い
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

乾
燥
注
意
報
や
強
風
注
意
報
発

令
中
は
、
火
の
廻
り
が
速
く
な
る

の
で
、
公
益
上
、
焼
却
が
認
め
ら

れ
る
行
為
で
あ
っ
て
も
、
極
力
実

施
し
な
い
こ
と
。

　

な
お
、
や
む
を
得
ず
実
施
す
る

場
合
は
、
事
前
に
最
寄
り
の
消
防

署
（
所
）、各
総
合
事
務
所
に
「
火

災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
行
為
等
の
届

出
」
を
提
出
し
、
実
施
日
に
は
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
行
為

等
の
届
出
」は
、あ
く
ま
で
も
火
災

と
間
違
え
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

の
届
出
で
あ
り
、消
防
が
た
き
火

行
為
を
許
可
し
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課

（
２
５
・
２
７
８
４
）

春
休
み
は
子
ど
も
の

ま
ぁ
ー
る
バ
ス
運
賃
50
円

　

公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
の

た
め
、
春
休
み
期
間
中
、
小
学
生

以
下
の
子
ど
も
を
対
象
に
ま
ぁ
ー

る
バ
ス
の
運
賃
を
１
乗
車
50
円
と

し
ま
す
（
６
歳
未
満
は
同
伴
者
１

人
に
つ
き
３
人
ま
で
無
料
）。

　

な
お
、
期
間
中
は
防
長
交
通
バ

ス
（
ス
ー
パ
ー
は
ぎ
号
を
除
く
）

で
も
小
学
生
以
下
を
対
象
に
１
乗

車
50
円
の「
こ
ど
も
50
え
ん
バ
ス
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
公
共
交
通
機
関

を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
実
施
期
間　

３
月
21
日
（
土
・

祝
）
〜
４
月
７
日
（
火
）

問
い
合
わ
せ

商
工
振
興
・
企
業
誘
致
推
進
課

（
２
５
・
３
１
０
８
）

防
長
交
通
萩
営
業
所

（
２
２
・
３
８
１
１
）

市
営
駐
車
場
の
定
期
駐
車

　

定
期
駐
車
場
の
新
堀
駐
車
場
と

越
ヶ
浜
駐
車
場
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
駐
車
場
の
概
要

①
新
堀
駐
車
場
（
平
地
、
砂
利
）

•
所
在
地　

江
向
４
５
７
番
地
２

（
明
倫
小
学
校
横
）

•
募
集
台
数　

50
台

②
越
ヶ
浜
駐
車
場
（
平
地
、
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
）

•
所
在
地　

椿
東
６
５
０
４
番
地

62（
県
漁
協
萩
越
ヶ
浜
支
店
近
く
）

地域別予防注射日
４月７日㈫ 萩地域（川内）

８日㈬ 萩地域（川内、椿東、椿）

９日㈭ 萩地域（相島、大島）

14日㈫ 萩地域（椿東、大井）

15日㈬ 萩地域（三見、椿、木間、
山田、市民館）

16日㈭ 須佐地域

17日㈮ 萩地域（見島）

21日㈫ 川上・旭地域

22日㈬ 旭地域

23日㈭ むつみ地域

28日㈫ 福栄地域

30日㈭ 田万川地域

実施場所・時間 料金（1頭）

犬の飼い主
（登録済）の方

事前に「注射日程表」および「狂犬
病予防注射受付票」を送付します。
※注射会場へは必ず「狂犬病予防
注射受付票」をご持参ください。

2,950円
○注射料金2,400円
○注射済票交付手数料
　550円

新たに犬を
飼われる方

環境衛生課または各総合事務所で
確認してください。

5,950円
○登録料金3,000円
○注射料金2,400円
○注射済票交付手数料
　550円

　

生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
は
毎

年
１
回
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
生
後
91
日
以
上

の
犬
を
飼
う
と
き
は
、
犬
の
生
涯

に
１
度
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、狂
犬
病
予
防
注
射（
集

合
注
射
）
と
登
録
受
付
を
、
４
月

に
実
施
し
ま
す
。
都
合
の
よ
い
場

所
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
衛
生
課（
２
５
・
３
３
４
１
）、

各
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門

※動物病院で個別に注射を受ける場合の注射料金は上記と異なりますので、
各動物病院にお問い合わせください。
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•
募
集
台
数　

50
台

■
駐
車
料　

月
額
４
３
２
０
円

（
普
通
車
）

※
支
払
い
は
口
座
振
替
が
利
用
で

き
ま
す
。

申
し
込
み

商
工
振
興
・
企
業
誘
致
推
進
課

（
２
５
・
３
１
０
８
）

至
誠
館
大
学
新
入
学
生
「
萩

学
び
応
援
隊
」
受
入
家
庭

　

至
誠
館
大
学
で
は
、
新
入
学
生

に
萩
に
愛
着
を
も
っ
て
も
ら
う
た

め
、年
２
回
程
度
、ご
自
宅
で
学
生

と
食
事
を
し
な
が
ら
、萩
の
歴
史
・

文
化
・
伝
統
・
自
然
や
暮
ら
し
の
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
を
い
た
だ
く
「
萩

学
び
応
援
隊
」を
募
集
し
ま
す
。

■
と
き　

４
月
５
日
（
日
）
午
前

11
時
〜

※
２
回
目
は
10
月
頃
を
予
定
。

▽
新
入
生
と
の
対
面
式　

４
月
４

日
（
土
）
午
前
10
時
〜
、
至
誠
館

大
学

■
対
象
家
庭　

市
内
で
２
人
以
上

（
夫
婦
）
が
居
住
し
て
い
る
家
庭

■
内
容　

対
面
式
の
出
席
、当
日

の
送
迎
、自
宅
で
の
昼
食

※
費
用
は
受
入
家
庭
で
の
負
担
。

■
募
集
数　

40
軒
程
度
（
１
家
庭

１
〜
２
人
程
度
の
受
け
入
れ
）

問
い
合
わ
せ

至
誠
館
大
学
（
２
４
・
４
０
１
３
）

萩
往
還
を
歩
こ
う

　

魅
力
た
っ
ぷ
り
の
萩
往
還
を
歩

い
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

４
月
12
日
（
日
）、
５

月
17
日
（
日
）、６
月
14
日
（
日
）、

７
月
12
日
（
日
）

■
コ
ー
ス
（
各
日
４
コ
ー
ス
）

①
「
萩
城
下
、
出
る
も
戻
る
も
涙

松
」

午
前
10
時
、
萩
往
還
梅
林
園
駐
車

場
集
合　

▽
萩
往
還
梅
林
園
駐
車

場
↓
涙
松
↓
悴か
せ
が
さ
か坂
一
里
塚
↓
大

屋
刑
場
跡
↓
道
の
駅
萩
往
還
↓
悴

坂
駕か
ご
た
て
ば

籠
建
場
↓
権ご
ん
げ
ん
ば
ら

現
原
↓
悴
坂

隧ず
い
ど
う道
↓
梅
林
園
（
約
４
時
間
30

分
）

②
「
世
話
ぁ
な
い
、
文
さ
ん
駆
け

る
石
畳
」

午
前
10
時
、乳
母
の
茶
屋
（
明
木
）

集
合　

▽
乳
母
の
茶
屋
↓
一
升
谷

↓
七し
ち
け
ん
ど
う

賢
堂
↓
乳
母
の
茶
屋
（
約

４
時
間
30
分
）

③
「
花
燃
ゆ
ロ
ケ
地
散
策
パ
ー
ト

２
」

午
前
９
時
、
上か
み
て
ん
げ

天
花
駐
車
場
（
山

口
市
）
集
合　

▽
上
天
花
駐
車
場

↓
四
十
二
の
曲
が
り
↓
六
軒
茶
屋

跡
↓
一
里
塚
↓
一い
っ
か
ん
い
し

貫
石
↓
キ
ン

チ
ヂ
ミ
の
清
水
↓
板い

た
ど
う
と
う
げ

堂
峠
↓
国

境
の
碑
（
約
３
時
間
）

④
「
文
の
ふ
み
あ
と
パ
ー
ト
２
」

午
前
10
時
、
ま
ち
の
駅
う
め
て
ら

す（
防
府
市
）集
合　

▽
ま
ち
の
駅

う
め
て
ら
す
↓
防
府
天
満
宮
↓
楫

取
素も
と
ひ
こ彦
屋
敷
跡
↓
三
田
尻
御
茶

屋（
英え
い
う
ん
そ
う

雲
荘
）↓
三
田
尻
御
舟
倉
跡

↓
楫
取
素
彦
・
美
和
子（
文
）夫
妻

の
墓
↓
防
府
駅（
約
３
時
間
30
分
）

■
参
加
料　

５
０
０
円

※
別
途
、
②
バ
ス
代
４
４
０
円
、

③
タ
ク
シ
ー
代
（
実
費
）、
④
入

館
料
３
０
０
円
が
必
要
。

■
申
込
方
法　

各
開
催
日
の
10
日

前
ま
で
に
、
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、

電
話
番
号
を
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

主
催
・
申
し
込
み

①
〜
③
や
ま
ぐ
ち
萩
往
還
・
語
り

部
の
会
（
０
８
３
・
９
２
０
・
３
３

２
３
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
）

④
ま
ち
の
駅
う
め
て
ら
す
（
０
８

３
５
・
２
８
・
０
５
０
０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
８
３
５
・
２
２
・
０
８
０
８
）

業務内容 問い合わせ
○

○

○

○
○
○

住民異動届の受付（転入、転出、転居、世帯変更、転校の届出
書の交付等）
※住民基本台帳カードによる転入は除きます。
各種証明書の交付
住民票の写し、印鑑登録証明、戸籍・除籍・附票の騰・抄本、
戸籍記載事項証明等
※戸籍異動に伴う証明および附票の一部の証明について
は、発行できない場合があります。
国民健康保険、後期高齢者医療、国民年金に関する届出お
よび申請（資格の取得・喪失・変更の受付等）
印鑑登録の受付
自動車臨時運行許可 
転入者へのゴミの出し方の説明（分別・場所等）
※他機関への照会が必要なもの、住民票の広域交付・住
民基本台帳カード・電子証明など住民基本台帳ネットワ
ークに係る業務および旅券（パスポート）業務は除きます。

市民課
25・3493
25・3400

○

○

各種証明書の交付
納税証明、課税証明、所得証明
※固定資産関係証明書は除きます。
国民健康保険料、介護保険料に関する問い合わせ

税務課
25・3479

25・3781
○

○
○
○

児童手当、保育所等入所、乳幼児・ひとり親家庭医療費助成
等の申請
児童扶養手当の住所変更届（転出入に伴うもの）
妊婦健康診査受診票交付（転入妊婦）
乳児健康診査受診票交付（転入乳児）

子育て支援課
25・3536

○公金の収納業務 収納課
25・3575

○
○
水道料金・下水道使用料の収納手続
水道の開閉栓に関する手続
（移転等で使用中止・開始される場合、４～５日前から届出
ができます）
※３月28日（土）の午前中も実施します。

水道業務課
25・2398
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春
の
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン

ク
ー
ル

　

萩
市
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
協
議
会
で
は
、
一
年
を
通
じ
て

花
に
あ
ふ
れ
た
萩
の
ま
ち
づ
く
り

と
、
花
に
よ
る
市
民
の
緑
化
意
識

の
高
揚
を
目
指
し
て
「
花
い
っ
ぱ

い
コ
ン
ク
ー
ル
」を
実
施
し
ま
す
。

○
花
壇
部
門

•
個
人
の
部

•
地
域
・
職
域
団
体
の
部

•
学
校
花
壇
の
部　

※
い
ず
れ
も
、
合
計
面
積
20
㎡
以

上
の
花
壇
が
対
象
で
す
。

○
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
・
プ
ラ
ン
タ
ー

部
門

　

住
宅
敷
地
、
事
業
所
敷
地
等
の

沿
道
の
塀
、壁
、庭
、バ
ル
コ
ニ
ー
、

テ
ラ
ス
（
20
㎡
未
満
の
小
規
模
な

花
壇
）
な
ど
、
誰
も
が
自
由
に
観

賞
で
き
る
場
所
に
花
を
植
栽
し
て

い
る
個
人
や
団
体
。

■
審
査
基
準　

管
理
状
態
、
花
壇

（
ポ
ッ
ト
）
の
美
し
さ
、
花
壇
の

育
成
状
況
、
花
壇
づ
く
り
の
創
意

工
夫
な
ど

■
審
査
日　

４
月
16
日
（
木
）

（
島
し
ょ
部
、木
間
小
・
中
学
校
、萩

地
域
以
外
の
学
校
は
13
〜
15
日
）

■
申
込
方
法　

３
月
31
日
ま
で

に
、
都
市
計
画
課
、
各
総
合
事
務

所
地
域
振
興
部
門
備
え
付
け
の
応

募
用
紙
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
、住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
部
門
別
を
記

入
し
、
郵
送
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
不
可
）

※
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
（
他

薦
の
場
合
は
、
所
有
者
の
承
諾
を

得
て
く
だ
さ
い
）

■
主
催　

萩
市
花
と
緑
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会

申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市
都

市
計
画
課
（
２
５
・
３
１
６
０
）

接
客
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

研
修
講
座

　

萩
商
工
会
議
所
で
は
、
新
入
社

員
や
若
手
社
員
等
を
対
象
と
し
た

研
修
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

４
月
７
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
建
設
会
館（
江
向
）

■
内
容　

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
基
本

講
座
、
電
話
応
対
の
仕
方
、
来
客

応
対
の
仕
方
等

■
講
師　

温
ぬ
く
し
な品
富ふ

み

こ
美
子
（
ケ
イ
・

ア
ン
ド
・
ワ
イ
専
門
講
師
）

問
い
合
わ
せ　
税
務
課
固
定
資
産
税
係（
２
５
・３
４
８
５
）、各
総
合
事
務
所
、
支
所
・
出
張
所

を
有
す
る
物
件
に
限
り
閲
覧
で
き

ま
す
。

■
閲
覧
場
所　

税
務
課
固
定
資
産

税
係
、各
総
合
事
務
所
、各
支
所
・

出
張
所

■
閲
覧
に
必
要
な
も
の　

閲
覧
さ

れ
る
方
の
身
分
証
明
書
（
運
転
免

許
証
等
）

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
、

法
人
の
場
合
は
社
印
ま
た
は
委
任

状
が
あ
わ
せ
て
必
要
で
す
。

※
借
地
人
・
借
家
人
等
に
つ
い
て

は
、
契
約
書
等
の
権
利
関
係
が
わ

か
る
資
料
が
必
要
で
す
。

■
手
数
料　

【
閲
覧
手
数
料
】
１
件
に
つ
き

２
０
０
円
（
４
月
１
日
〜
６
月
１

日
の
土
地
・
家
屋
の
価
格
等
の
縦

覧
期
間
中
は
無
料
）

【
台
帳
の
写
し
の
交
付
手
数
料
】

１
枚
に
つ
き
２
０
０
円

た
め
課
税
さ
れ
て
い
な
い
土
地
や

家
屋
に
つ
い
て
は
、
縦
覧
帳
簿
に

記
載
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
縦
覧
で
き
る
方　

市
内
の
土
地

ま
た
は
家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税

の
納
税
義
務
者
、
納
税
管
理
人
、

納
税
義
務
者
の
代
理
人

※
市
内
に
土
地
や
家
屋
を
所
有
し

て
い
な
い
方
ま
た
は
非
課
税
等
の

た
め
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

■
縦
覧
期
間　

４
月
１
日
〜
６
月

１
日（
土
・
日
曜
日
、休
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

納
税
者
が
、
自
分
の
所
有
す
る

資
産
の
評
価
額
と
市
内
の
他
の
資

産
の
評
価
額
を
比
較
す
る
こ
と

で
、
自
身
の
資
産
に
対
す
る
評
価

が
適
正
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た

め
、
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
の
縦
覧
が
で
き
ま
す
。

■
縦
覧
帳
簿
の
記
載
事
項

•
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿（
所
在
、

地
番
、
地
目
、
地
積
、
価
格
）

•
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿（
所
在
、

家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面

積
、
価
格
）

※
非
課
税
ま
た
は
免
税
点
未
満
の

■
縦
覧
場
所　

税
務
課
固
定
資
産

税
係
、
各
総
合
事
務
所
、各
支
所
・

出
張
所

※
期
間
中
の
木
曜
日
は
、
税
務
課

固
定
資
産
税
係
の
窓
口
に
限
り
、

午
後
７
時
ま
で
縦
覧
で
き
ま
す
。

■
縦
覧
に
必
要
な
も
の　

縦
覧
さ

れ
る
方
の
身
分
証
明
書
（
運
転
免

許
証
等
）

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
、

法
人
の
場
合
は
社
印
ま
た
は
委
任

状
が
あ
わ
せ
て
必
要
で
す
。

■
手
数
料　

無
料
（
コ
ピ
ー
は
で

き
ま
せ
ん
）

　

４
月
１
日
か
ら
、
平
成
27
年
度

の
固
定
資
産
課
税
台
帳（
名
寄
帳
）

の
閲
覧
を
開
始
し
ま
す
。

■
閲
覧
で
き
る
方　

納
税
義
務

者
、
納
税
管
理
人
、
納
税
義
務
者

の
代
理
人
、
借
地
人
・
借
家
人
等

（
賃
借
権
者
、
地
上
権
者
そ
の
他

使
用
ま
た
は
収
益
を
目
的
と
す
る

権
利
を
有
す
る
方
）

※
借
地
人
・
借
家
人
等
は
、
権
利

は
無
料
で
縦
覧
・
閲
覧
で
き
ま
す
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■
対
象
者　

新
入
・
中
途
採
用
社

員
、
今
ま
で
本
格
的
に
接
客
実
習

研
修
を
受
け
て
い
な
い
中
堅
社
員

■
定
員　

40
人

■
参
加
料　

２
０
０
０
円
（
非
会

員
３
０
０
０
円
）

主
催
・
申
し
込
み

萩
商
工
会
議
所（

２
５
・
３
３
３
３
）

危
険
物
取
扱
者
試
験

■
と
き　

前
期
＝
６
月
14
日

（
日
）、
後
期
＝
11
月
15
日
（
日
）

■
と
こ
ろ　

県
内
各
会
場

※
試
験
の
種
類
に
よ
り
会
場
・
時

間
が
異
な
り
、
萩
市
で
は
、
前
期

は
乙
種
第
四
類
、
後
期
は
乙
種
第

四
類
・
丙
種
が
受
験
で
き
ま
す
が
、

他
の
試
験
は
他
市
で
の
受
験
と
な

り
ま
す
。

■
前
期
分
受
験
案
内
・
願
書　

消

防
本
部
、
弥
富
出
張
所
、
紫
福
分

遣
所
、
佐
々
並
分
遣
所
備
え
付
け

■
願
書
提
出
期
間　

前
期
＝
４
月

10
日
〜
21
日
、
後
期
＝
８
月
27
日

〜
９
月
10
日

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
予
防
課

（
２
５
・
２
７
９
８
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
口
県

支
部
（
０
８
３
・
９
２
４
・
８
６
７

９
）

萩
市
長
杯
争
奪
市
内
高
等

学
校
硬
式
野
球
大
会

　

萩
高
校
、
萩
商
工
高
校
の
硬
式

野
球
部
が
対
戦
し
ま
す
。

■
と
き　

４
月
５
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
（
開
会
式
）

■
と
こ
ろ　

萩
ス
タ
ジ
ア
ム

主
催
・
問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
２
５
・
７
３
１
１
）

萩
市
民
春
季
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会

■
と
き　

４
月
26
日
（
日
）、
５

月
10
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　

萩
ス
ポ
ー
ツ
広
場

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
社
会
人

■
チ
ー
ム
編
成　

原
則
と
し
て
行

政
区
単
位
で
編
成
。た
だ
し
、チ
ー

ム
編
成
が
困
難
な
場
合
は
隣
接
行

政
区
と
混
成
出
場
可
（
女
性
チ
ー

ム
の
場
合
は
、
行
政
区
を
超
え
た

ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
で
の
参
加
も

で
き
ま
す
）。

○
１
部　

年
齢
制
限
な
し
。
24
歳

以
下
の
選
手
は
４
人
以
内

○
２
部　

40
歳
以
上
。
50
歳
以
上

の
選
手
ま
た
は
女
性
が
常
時
３
人

以
上
出
場

■
申
込
方
法　

４
月
９
日
ま
で

に
、
市
民
体
育
館
、
各
総
合
事
務

所
地
域
振
興
部
門
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
を
提
出

主
催
・
申
し
込
み

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
２
５
・
７
３
１
１
）

小お
は
ら原

流　

花
展

　

創
流
１
２
０
周
年
記
念
の
「
花

燃
ゆ　

こ
こ
ろ
燃
ゆ
」
と
題
し
た

生
け
花
展
で
す
。

■
と
き　

３
月
21
日（
土
・
祝
）、22

日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　

渡
辺
蒿
蔵
旧
宅

■
入
場
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

小
原
流
山
口
支
部（
０
８
３
５
・
３

２
・
３
３
８
８
）
斉
藤

　

市
営
住
宅
無
田
ケ
原

口
団
地
で
４
棟
目
と
な

る
Ｄ
棟
が
完
成
し
ま
し

た
。
こ
の
施
設
は
、
保

育
園
と
市
営
住
宅
を
合

築
し
た
建
物
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
住
宅
の
入

居
者
募
集
に
合
わ
せ
、

施
設
の
完
成
見
学
会
を

行
い
ま
す
。

■
と
こ
ろ　

椿
東
４
５

０
４
番
地
（
無
田
ケ
原

口
）

■
施
設
概
要　

鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
４
階

建
、椿
東
保
育
園（
１

②
同
居
親
族
が
あ
る

③
収
入
基
準
に
該
当
し
て
い
る

④
市
税
を
完
納
し
て
い
る

⑤
申
込
者
、
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
が
暴
力
団
員
で
な
い

■
募
集
期
間　

３
月
16
日（
月
）〜

27
日（
金
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

■
申
込
方
法　

建
築
課
、
各
総
合

事
務
所
産
業
振
興
部
門
備
え
付
け

の
入
居
申
請
書
を
提
出

申
し
込
み

建
築
課
（
２
５
・
２
３
１
４
）、
各

総
合
事
務
所
産
業
振
興
部
門

住宅種別募集戸数
単身
入居 入居階 構造間取り 家賃 駐車場

使用料

シルバー 9 ○

2～4階耐火4階

1DK 15,300円～22,800円

1,000円シルバー 6 ○ 2DK 18,600円～27,700円

公営 12 × 3DK 25,700円～38,200円
※公営・シルバー＝政令月収15万8000円以下
※シルバー＝いずれも60歳以上の単身者・夫婦世帯。
※1階に住宅はありません。

階
）市
営
住
宅（
２
階
〜
４
階
）27
戸

◆
完
成
見
学
会
（
住
宅・保
育
園
）

■
と
き　

３
月
22
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
４
時

※
椿
東
保
育
園
の
竣
工
式
は
午
後

１
時
か
ら
。

問
い
合
わ
せ

▽
保
育
園
に
関
す
る
こ
と
＝
子
育

て
支
援
課
（
２
５
・
３
５
３
６
）

◆
入
居
者
募
集

■
入
居
時
期　

５
月
上
旬
以
降

■
応
募
資
格　

次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
し
て
い
る
方

①
住
宅
困
窮
者
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萩
人
形
「
花
燃
ゆ
」
展 

〜
杉
家
の
女
性
た
ち
〜

　

大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
に
ち

な
ん
だ
萩
人
形
展
で
す
。
萩
人
形

教
室
の
受
講
者
と
講
師
が
制
作
し

た
、
主
人
公
・
文
や
姉
・
寿
な
ど

杉
家
の
女
性
を
中
心
に
、
松
下
村

塾
の
塾
生
の
人
形
も
展
示
さ
れ
ま

す
。

■
と
き　

３
月
25
日（
水
）〜
４
月

２
日（
木
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　

渡
辺
蒿
蔵
旧
宅

■
入
場
料　

無
料

■
主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
観
光
ガ
イ
ド

協
会問

い
合
わ
せ

ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
推
進
課

（
２
５
・
３
２
９
０
）

萩
城
跡
石
垣
保
存
修
理
現

場
・
東
園
発
掘
調
査
現
場

の
見
学
会

　

２
月
22
日
に
予
定
し
て
い
た
見

学
会
が
悪
天
候
で
中
止
と
な
っ
た

た
め
、
改
め
て
実
施
し
ま
す
。

■
と
き　

３
月
22
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
11
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

■
集
合
場
所　

指
月
公
園
正
面
料

金
所
付
近

■
内
容　

石
垣
修
理
現
場
、
東
園

発
掘
調
査
現
場
の
見
学

■
参
加
料　

無
料

※
申
込
不
要
、
動
き
や
す
い
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
は
市
営
指
月
第
一
駐
車

場（
有
料
）等
を
利
用
く
だ
さ
い
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

文
化
財
保
護
課（

２
５
・
３
６
５
４
）

萩
お
も
て
な
し
大
賞

表
彰
式
・
記
念
講
演
会

　

観
光
客
に
対
し
て
ま
ご
こ
ろ
の

こ
も
っ
た
お
も
て
な
し
を
実
践
し

て
い
る
方
や
団
体
を
表
彰
す
る

「
萩
お
も
て
な
し
大
賞
」の
表
彰
式

と
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

表
彰
式
で
は
、
観
光
客
・
市
民

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
候
補
の
中
か
ら

「
市
民
部
門
」
と
「
観
光
事
業
部

門
」
の
２
部
門
で
、
最
も
優
れ
た

お
も
て
な
し
の
実
践
者
に
与
え
ら

れ
る
「
萩
お
も
て
な
し
大
賞
」
ほ

か
各
賞
受
賞
者
を
表
彰
し
ま
す
。

　

記
念
講
演
会
で
は
、
大
河
ド
ラ

マ
「
花
燃
ゆ
」
に
来
く
り
は
ら原
良り
ょ
う
ぞ
う蔵
役

で
出
演
し
て
い
る
萩
市
出
身
の
俳

優
、
松
本
実み
の
るさ

ん
を
講
師
に
お
招

き
し
ま
す
。

■
と
き　

３
月
27
日
（
金
）
午
後

６
時
30
分
〜
８
時
30
分

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

○
記
念
講
演
会（
表
彰
式
終
了
後
、

７
時
30
分
頃
〜
）

■
演
題　
「
お
も
て
な
し
の
心
」

■
講
師　

松
本
実
（
俳
優
、
萩
市

出
身
）

■
入
場
料　

無
料

■
定
員　

２
０
０
人
（
先
着
順
）

■
主
催　

萩
お
も
て
な
し
推
進
協

議
会申

し
込
み

３
月
25
日
ま
で
に
観
光
課
（
２
５

・
３
１
３
９
）
へ

萩
近
郊
音
大
生
に
よ
る
新

人
演
奏
会

　

萩
近
郊
出
身
の
音
大
生
に
よ
る

演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
と
き　

３
月
29
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
４
時
30
分

■
と
こ
ろ　

阿
武
町
町
民
セ
ン

タ
ー
文
化
ホ
ー
ル

■
内
容　

ピ
ア
ノ
・
サ
ク
ソ
フ
ォ

ン
・
声
楽
の
演
奏

※
ゲ
ス
ト
出
演
：
藤
田
卓
也
（
テ

ノ
ー
ル
）

■
入
場
料　

５
０
０
円
、
高
校
生

以
下
・
萩
音
楽
協
会
会
員
は
無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
博
物
館

☎
２
５
・６
４
４
７

◆
松
陰
が
江
戸
で
励
ん
で
い
る
と

報
告
し
た
父
あ
て
の
手
紙

　

嘉
永
４
年
（
１
８
５
１
）
８
月

９
日
、
松
陰
が
萩
の
父
杉
百ゆ

り

の
合
之

助す
け

に
送
っ
た
も
の
。
松
陰
が
江
戸

で
勉
学
に
勤い
そ

し
ん
で
い
た
と
こ

ろ
、
萩
か
ら
小お
だ
む
ら

田
村
伊い
の
す
け

之
助
（
楫か

取と
り

素も
と
ひ
こ
彦
）
の
実
弟
、
小お
ぐ
ら倉
健け
ん
さ
く
作
が

出
て
き
た
。
松
陰
よ
り
２
歳
下
の

小
倉
は
、
英
気
溌は
つ
ら
つ

剌
と
し
た
人
物

で
切せ
っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨
す
る
こ
と
が
で
き
、

近
頃
は
一
段
と
励
ん
で
い
る
と
い

う
。
ま
た
、
残
暑
が
強
い
た
め
萩

の
両
親
の
様
子
も
気
遣
う
な
ど
、

精
一
杯
強
が
り
を
述
べ
て
い
る
。

【
抄
訳
】　

本
日
終
業
し
だ
い
、
中

井
次じ
ろ
う郎

右う
え
も
ん

衛
門
の
手て
だ
い代

弥や
さ
く作

ら
を

飛
脚
と
し
て
お
国
（
長
州
）
へ
返

さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
お

手
紙
を
差
し
上
げ
ま
す
。
今
年
は

残
暑
が
強
い
で
す
が
、
父
上
・
母

上
を
は
じ
め
ご
一
族
全
員
安あ
ん
ね
い
寧
に

過
ご
さ
れ
大
変
喜
ば
し
く
存
じ
ま

す
。
次
に
私
は
変
わ
り
な
く
学
問

を
修
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
恐お
そ

れ

な
が
ら
お
気
に
な
さ
ら
な
い
よ
う

祈
り
ま
す
。小
倉
健
作
が
到
着
し
、

特
設
展
示
室

平
成
28
年
９
月
４
日（
日
）ま
で

◆
特
別
展
「
海
を
拓
い
た
萩
の

人
々
〜
日
本
漁
業
近
代
化
の
先
駆

け
〜
」　 

４
月
５
日
（
日
）
ま
で

○
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

展
示
を
担
当
し
た
職
員
が
解
説

■
と
き　

４
月
４
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
３
時

■
参
加
料　

無
料
（
観
覧
料
は
必

要
）

彼
は
英
気
溌
剌
と
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ね
ん
ご
ろ
に
善
を
励
ま
し

あ
う
こ
と
が
で
き
、
最
近
は
よ
り

一
層
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

【
第
２
期
】

父あての松陰の手紙（萩博物館蔵）
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萩
音
楽
協
会

（
２
６
・
３
５
１
０
）
宮
木

萩
城
下
の
古
き
雛
た
ち

「
流
し
雛
」

　

旧
久
保
田
家
住
宅
な
ど
市
内
12

カ
所
で
開
催
中
の
「
萩
城
下
の
古

き
雛
た
ち
」
の
最
終
日
に
、
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
無
病

息
災
を
願
っ
て
、
流
し
び
な
を
行

い
ま
す
。

　

流
し
び
な
作
り
を
行
う
ほ
か
、

来
場
者
用
の
ひ
な
も
用
意
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ひ
な
の
持
ち
込
み

で
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

■
と
き　

４
月
３
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
11
時
（
流
し
び
な
作
り　

９
時
30
分
〜
）（
雨
天
中
止
）

■
と
こ
ろ　

旧
湯
川
家
屋
敷
周
辺

の
藍
場
川

■
主
催　

萩
城
下
の
古
き
雛
た
ち

実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

観
光
課
（
２
５
・
３
１
３
９
）

萩
博
物
館

「
星
の
会
」
特
別
編

○
皆
既
月
食
を
見
よ
う

■
と
き　

４
月
４
日
（
土
）
午
後

７
時
〜
11
時

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
天
体
観
望

室■
内
容　

皆
既
月
食
（
月
全
体
が

太
陽
の
本
影
に
入
り
、
月
面
に
太

陽
の
光
が
当
た
ら
な
い
現
象
）
の

観
望

■
講
師　

吉
田
恭き
ょ
う
い
ち
一
・
廣
兼
哲て
つ

朗ろ
う

（
萩
博
物
館
天
文
指
導
員
）

■
参
加
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
博
物
館
（
２
５
・
６
４
４
７
）

笠
山
椿
群
生
林
・
ジ
オ

ウ
ォ
ー
ク

　

笠
山
椿
群
生
林
の
落
ち
椿
を
楽

し
み
、
現
在
萩
市
が
取
り
組
ん
で

い
る
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。

■
と
き　

４
月
５
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
集
合

■
集
合
場
所　

越
ケ
浜
地
区
緑
地

広
場
（
明
神
池
の
上
）

■
ガ
イ
ド　

都
市
計
画
課
職
員

（
樹
木
医
）、
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

職
員

■
定
員　

30
人
程
度

■
参
加
料　

５
０
０
円

主
催
・
申
し
込
み

３
月
27
日
ま
で
に
、
観
光
課
（
２

５
・
３
１
３
９
）
へ

国
際
助
産
師
の
日 

記
念
コ

ン
サ
ー
ト

　

５
月
５
日
の
「
国
際
助
産
師
の

日
」
を
記
念
し
た
、
親
子
・
家
族

で
参
加
で
き
る
ピ
ア
ノ
と
ソ
プ
ラ

ノ
独
唱
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

■
と
き　

４
月
18
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
看
護
学
校（
堀
内
）

■
内
容　

ピ
ア
ノ
演
奏
（
山
根
浩ひ
ろ

志し

）、ソ
プ
ラ
ノ
独
唱（
烏
田
和
美
）

※
育
児
相
談
・
看
護
職
進
路
相
談

も
行
い
ま
す
。

■
参
加
料　

無
料

※
託
児
あ
り
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

山
口
県
看
護
協
会
萩
支
部
助
産

師
職
能
委
員
会
（
都
志
見
病
院

２
２
・
２
８
１
１
）
小
西

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

☎
２
４
・２
４
０
０

　

郷
土
が
誇
る
伝
統
工
芸
の
技
を

受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
現
代
的
感
覚

に
基
づ
い
た
多
彩
な
創
作
活
動
を

続
け
る
工
芸
作
家
た
ち
。

　

日
本
工
芸
会
山
口
支
部
会
員
の

陶
芸
、
硯す
ず
り、
金
工
、
漆
芸
の
４
部

門
の
新
作
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
会
員
に
よ
る
展
示
品
解
説

■
と
き　

４
月
４
日
（
土
）、
５

日
（
日
）、11
日
（
土
）、12
日
（
日
）

　
　

４
月
２
日（
木
）〜
12
日（
日
）

午
後
２
時
〜

■
観
覧
料　

一
般
・
学
生
３
０
０

円
、70
歳
以
上
・
18
歳
以
下
は
無
料

■
休
館
日　

月
曜
日

　

大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
の
主

人
公
で
吉
田
松
陰
の
妹
、杉
文
は
、

天
保
14
年
（
１
８
４
３
）
に
萩
城

下
の
郊
外
に
位
置
す
る
松
本
村
に

生
ま
れ
ま
し
た
。

　

本
展
覧
会
で
は
、
初
公
開
と
な

る
貴
重
な
歴
史
資
料
や
、
文
・
松

陰
の
ゆ
か
り
の
品
々
を
一
堂
に
展

観
し
、
時
代
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら

も
新
し
い
時
代
に
松
陰
の
志
を
引

き
継
い
で
い
っ
た
文
と
幕
末
を
生

き
た
長
州
の
人
た
ち
の
人
物
像
を

浮
き
彫
り
に
し
ま
す
。

　

な
お
、
東
京
・
前
橋
会
場
で
の

　

■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

○バンクーバーの朝日
○映画 妖怪ウォッチ　誕生の秘密
　だニャン！
○ＳＴ赤と白の捜査ファイル

～3/20

3/14～4/5
3/21～

★年中無休☎２６・６７０５
ツインシネマ上映案内

　
　

４
月
18
日（
土
）〜
５
月
24
日（
日
）

二
〇
一
五
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
特
別
展

■観覧料　一般1200円
　　　　　70歳以上・学生1000円
　　　　　18歳以下は無料
■休館日　月曜日（４月27日、５月４日は開館）

巡
回
展
に
先
立
ち
、
萩
で
開
催
し

ま
す
。
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毎週㊎
まなぼう館でレッツチャレンジ！ 16:30～ 須佐図書館
開催中～3/31㊋
「図書館でこんなことしたよ！」写真展 9:30～ 明木図書館
17㊋ あんずの会 14:00～ 萩図書館

18㊌ としょかん通信をつくろう 15:30～ 明木図書館将棋であそぼう
25㊌ まわしてあそぼう 15:30～ 明木図書館
26㊍ まなぼう館 ふしぎの会 14:00～ 須佐図書館
【休館日】
 須佐図書館：16㊊、18㊌、21日㊏、23㊊、30㊊
 明木図書館：16㊊、18㊌、21日㊏、22㊐、23㊊、30㊊

■問い合わせ　健康増進課 ☎ 26-0500、各総合事務所

地域むつみ・福栄
10:00～福栄保セ
10:00～福栄保セ

10:00～むつみ農村環境改善セ
13:30～福栄保セ

●のびのび会
●乳幼児教室
　健康づくり教室
　福栄楽しく体を動かす会

毎週㊌
18㊌
19㊍
26㊍

田万川・須佐 地域
9:30～弥富公民館
10:00～田万川保セ
9:30～須佐保セ

13:00～田万川保セ
9:30～弥富公民館

13:30～田万川体育館
9:30～須佐保セ
9:30～須佐保セ

　弥富ウェルネス教室
　健康ちょきん教室
　須佐元気もりもり体操
●1歳6か月児・3歳児健康診査
　弥富元気もりもり体操
　室内運動教室
●すくすく赤ちゃん学級
　男の活き活きリハ会

16㊊
17㊋
19㊍

20㊎
24㊋
25㊌

萩健康福祉センター ☎25・2667
24㊋
25㊌

　心の健康相談（要予約）
　酒害相談（お酒に関する困り事相談）

13:00～
13:00～

萩 地域 ※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事

10:00～萩市保セ
13:30～萩市保セ
13:00～萩市保セ
13:30～城東会館
13:30～大井公民館
9:30～萩市保セ

13:30～今古萩老人憩いの家
13:30～江向1区公会堂

13:30～堀内公会堂

毎週㊋
毎週㊍
17㊋
18㊌

19㊍
20㊎
24㊋
26㊍

　こころの相談日（要予約）
　こころの相談日（要予約）
●3歳児健康診査
　城東タマちゃん体操会
　大井グッドヘルス
●5か月児相談
　今古萩タマちゃん体操会
　江向体操教室
　堀内健康教室

19㊍ •リレーション3ゲートボール大会（春）9:00～萩甲子園球場

22㊐
•朝日杯争奪バスケットボール選抜大会
　（中学校の部）　　　　　　　　　　　9:00～市民体育館
•春季連盟杯ソフトテニス大会（一般・高校の部）

9:00～萩市テニスコート
25㊌ •川上地域親睦ソフトバレーボール大会19:00～川上体育館
28㊏ •萩往還ワンデーウオーク20159:00～旭地域スタート

★毎週木曜日放送・金曜日再放送 広報課 ☎25-3178
◆行政番組「マイたうん萩」（10分間）
19㊍ 市の福祉サービス
26㊍ 萩・長門清掃工場へのごみの搬入

◆児童館（25･1025）　休館日：毎週㊋
毎週㊌、㊏ 子育てアドバイス 10:00～17:00
毎週㊍ 子育てアドバイス 10:00～14:00
毎週㊊、㊎ おはなしの森（子ども図書館） 11:00～
毎週㊏ おはなし会おひさま（子ども図書館） 15:00～
19㊍ ピヨピヨ「お楽しみ会」 10:30～11:30
21㊏ プラバン工作（定員：50個分、参加料：

1個30円） ～22㊐ 13:30～16:00
26㊍ 子育て相談 10:30～11:30
27㊎ だんすダンス 18:45～20:15
◆子ども発達支援センター からふる（22･2877）
17㊋、24㊋ おもちゃ図書館開館日 10:00～15:00

17㊋
絵本の読み聞かせ
「ガタンゴトンの会」 11:00～11:30
発達相談日 13:00～15:00

9:00～旭活性化セ　合同健康運動教室17㊋
地域川上・旭
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情報カレンダー日月火水木金土
61 2 3 4 5 7

98 11 12 13 14
17

2324
15 1920 2118
22 27 2826
16

30 3129
25

10

※小児科は、20日以外内科で対応します。
※日曜日・祝日の外科は休日急患診療センターで対応します。
※月～金曜の夜間当番は、午後５時～翌朝８時
　土曜の当番は、正午～翌朝８時
　日曜・祝日の当番は、午前８時～翌朝８時
　歯科は午前９時～正午、午後１時～３時
※救急医療は急患のためのものです。

■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
消防テレホンサービス（☎ 25・7474）、萩・阿武健康ダイヤル24で確認してください。

阿北地区
休日当番医
AM8:30～PM５：30

21日㊏
22日㊐
29日㊐

［内外科］
［内科］
［内科］

休日急患診療セ
弥富（弥富下）
すさ（須佐）

26・1397
08387・8・2311
08387・6・3376

※阿北地区（萩地域以外）

24時間年中無休。
☎ 0120・506・322
（通話料・相談料無料）

萩・阿武

●萩市主催・共催の行事 夜 間 ・ 休 日 当 番 医

16㊊ ●所得税、市・県民税等の申告受付 （8:30～/市内各会場）外科 都志見（江向） 22・2811
●人権相談 （10:00～/田万川保健センター）内科 柳井（橋本町） 22・0748

17㊋ ○心配ごと相談 （9:30～/弥富老人憩の家）外科 萩むらた（今古萩町）25･9170
内科 波多野（堀内） 25・2788

18㊌ ○年金出張相談 （10:00～/田万川総合事務所）外科 兼田（吉田町） 22・1113
内科 わたぬき（東浜崎町）25・2020

19㊍ ●行政相談 外科 玉木（瓦町） 22･0030
（10:00～/むつみコミュニティセンター、13:00～/むつみ農村環境改善センター）内科 市原（塩屋町） 22・0184

20㊎ ●市立各小学校卒業式（大島・見島除く） 外科 かわかみ（椿東） 21・7538
●人権相談 （10:00～/須佐総合事務所）内科 山本（椿東） 26・0077

小児科いわたに（椿東） 24・2100

21㊏ ○小原流 花展 ～22日 （10:00～/渡辺蒿蔵旧宅）内科・歯科（外科）
休日急患診療センター（椿）26・1397

22㊐ ●萩城跡石垣保存修理現場・東園発掘調査現場見学会　（10:00～/史跡萩城跡）内科・歯科（外科）
○萩高校吹奏楽部 定期演奏会 （14:00～/市民館大ホール）休日急患診療センター（椿）26・1397
●萩の酒まつり （17:00～/萩本陣）

23㊊ 外科 大藤（椿） 21・0002
内科 萩慈生（玉江） 25・6622

24㊋ ○心配ごと相談 （13:30～/総合福祉センター）外科 萩市民（椿） 25･1200
内科 みやうち（椿） 25・2500

25㊌ ○萩人形「花燃ゆ」展 ～4/2 （9:00～/渡辺蒿蔵旧宅）外科 花宮（平安古町） 25･8738
●無料法律相談 （10:00～/市役所）内科 中坪（今魚店町） 22・5430

26㊍ ●行政相談 （13:30～/川上公民館）外科 めづき（土原） 22・2248
内科 全真会（玉江浦） 22･4106

27㊎ ●萩おもてなし大賞 表彰式・記念講演会 （18:30～/サンライフ萩）外科 玉木（瓦町） 22･0030
内科 波多野（堀内） 25・2788

28㊏ ●萩往還ワンデーウオーク2015 （9:00～/旭～中央公園）外科 田町（東田町） 24・1234
○萩商工高校吹奏楽部 定期演奏会 （14:00～/サンライフ萩）内科 柳井（橋本町） 22・0748
○人形劇団むすび座「ピノキオ」公演 （18:30～/市民館大ホール）

29㊐ ●市役所の窓口開設 （8:30～12:00/市役所本庁）内科・歯科（外科）
休日急患診療センター（椿）26・1397

30㊊ 外科 都志見（江向） 22・2811
内科 萩慈生（玉江） 25・6622

31㊋ ○心配ごと相談　　（9:30～/萩市社協旭事務所、13:30～/旭マルチメディアセンター）外科 兼田（吉田町） 22・1113
内科 わたぬき（東浜崎町）25・2020

  1㊌
2 ㊍ ○山口伝統工芸展2015 ～12日 （9:00～/県立萩美術館・浦上記念館）

４

16 →31日 日

月３
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お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

慶弔だより
本人または親族の方の承認を得たもののみ
掲載しています。（敬称略）
※２月16日～２月28日受付分

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

の
果物/野菜

■人の動き（平成27年2月末日）
人口／51,408人（前月比ー79）
男／23,638人（前月比ー29）　女／27,770人（前月比ー50）
世帯数／24,074世帯（前月比ー22）　出生／26人　死亡／85人

hagi表紙 萩市合併10周年記念式典
美しいハーモニーで開幕

　３月６日の、「萩市合併10周年記念式典」は、
萩高校合唱部による合併５周年記念で制作した萩市
民の歌「萩のよろこび」の合唱で幕開け。萩高校合
唱部は昨年、５年連続で全国大会に出場、全国でも
披露された美しい歌声が、式典に花を添えました。
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